
1 － 在留特別許可の講学上の基礎に関する１つの考え方（浦川）

は
じ
め
に

　

非
正
規
滞
在
者
に
在
留
資
格
を
付
与
す
る
手
段
と
し
て
、
ア
ム
ネ
ス

テ
ィ
と
い
う
方
法
が
あ
る（

１
）。こ

の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
は
、移
民
が
過
去
に
行
っ

た
義
務
違
反
行
為
に
対
す
る
特
別
の
救
済
と
い
う
制
度
理
解
を
前
提
と
す

る
。
主
権
国
家
は
し
ば
し
ば
、
退
去
を
強
制
す
る
の
に
不
都
合
な
事
情
が

あ
る
場
合
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
を
行
う
。
こ
れ
は
わ
が
国
で
も
、
入
管
法
45̶

50
条
で
在
留
等
別
許
可
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
制

度
の
理
論
面
か
ら
の
研
究
に
一
部
、
不
十
分
さ
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
憲
法
・
法
哲
学
上
の
議
論
を
ベ
ー

ス
に
、
非
正
規
滞
在
移
民
に
対
す
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
に
つ
い
て
、
そ
の
根

拠
と
理
論
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
。
特
に
、
移
民
へ
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
関
連

研
究
で
多
く
の
業
績
を
残
す
リ
ン
ダ
・
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
（Linda 

B
osniak

）
の
理
論
を
参
考
に
す
る（

２
）。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
で
も
実
際
に
主
張
さ
れ
る
在
留
特
別
許
可
を

争
う
諸
種
の
主
張
の
整
理
と
、
そ
の
妥
当
性
を
考
え
る
た
め
の
素
材
を
提

供
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
現
行
法
が
採
用
す
る
退
去
強
制
・
在
特
制
度
の
理

論
的
基
盤
を
整
備
し
て
、
同
制
度
の
研
究
を
高
度
化
す
る
素
地
を
整
え
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

以
上
の
目
的
か
ら
な
る
本
稿
は
次
の
構
成
を
と
る
。
第
１
章
で
は
、
ア

メ
リ
カ
移
民
法
上
の
退
去
強
制
と
正
規
化
に
関
す
る
、
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
と

そ
の
基
礎
を
支
え
る
憲
法
・
法
哲
学
上
の
研
究
を
紹
介
す
る
。
第
１
節
で

は
、
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
の
理
論
の
前
に
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
、
ジ
ェ
レ

ミ
ー
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
（Jerem

y W
aldron

）
と
こ
れ
に
関
連
す
る
カ
ト

は
じ
め
に

第
１
章　

移
民
法
上
の
過
去
の
違
法
と
そ
の
覆
斥

　
　
　
　

第
１
節　

ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
のsupersession

理
論
と
歴
史
的
不
正

　
　
　
　

  

第
２
節　

移
民
法
に
お
け
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
に
関
す
る
ボ
ズ
ニ

ア
ッ
ク
の
整
理

　
　
　
　

第
３
節　

小
括

第
２
章　

過
去
の
不
正
を
覆
斥
す
る
た
め
の
諸
要
素

　
　
　
　

第
１
節　

非
正
規
滞
在
者
の
貢
献
の
主
張
の
正
当
性
は
自
明
で
な
い

　
　
　
　

第
２
節　

取
得
時
効
と
責
任
減
少
の
主
張

　
　
　
　

第
３
節　
「
占
有
権
」
発
生
の
主
張

　
　
　
　

第
４
節　

小
括

む
す
び
に
か
え
て

在
留
特
別
許
可
の
講
学
上
の
基
礎
に

関
す
る
１
つ
の
考
え
方

浦
川　

源
二
郎
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第
１
章　

移
民
法
上
の
過
去
の
違
法
と
そ
の
覆
斥

第
１
節　

ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
のsupersession

理
論
と
歴
史
的
不
正

第
１
款　

ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
のsupersession

理
論

　

本
稿
が
多
く
を
学
ぶ
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
は
、
理
論
展
開
に
あ
た
り
、
ジ
ェ

レ
ミ
ー
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
（Jerem

y W
aldron

）
の
論
考
を
基
礎
と
す
る
。

ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
同
研
究
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
白
人
入
植

者
に
よ
る
先
住
民
の
土
地
収
奪
と
い
う
過
去
の
不
正
行
為
と
、
そ
の
上
に

築
か
れ
た
現
代
世
代
の
土
地
利
用
・
所
有
を
め
ぐ
る
、
先
住
民
の
子
孫
の

所
有
権
の
主
張
の
道
徳
的
正
当
性
を
対
象
に
す
る
。
そ
し
て
ウ
ォ
ル
ド
ロ

ン
は
、
歴
史
上
な
さ
れ
た
不
正
な
土
地
収
奪
に
対
す
る
、
現
代
世
代
の
道

徳
的
主
張
は
、
そ
れ
ほ
ど
確
固
た
る
も
の
も
の
で
な
い
と
論
じ
る
。
過
去

の
不
正
が
不
正
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
時
間
の
経
過
と
事

情
の
変
更
に
よ
っ
て
、
完
全
な
償
い
を
な
す
こ
と
が
で
き
ず
不
正
を
矯
正

で
き
な
い
可
能
性
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
先

住
民
に
対
す
る
歴
史
的
不
正
問
題
へ
の
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
主
張
の
骨
子
を

ま
と
め
る
。

　

先
住
民
（indigenous

）
の
定
義
の
仕
方
に
は
、
（Ａ）
当
該
土
地
の
最
初

の
住
人
の
子
孫
と
す
る
か
、
（Ｂ）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
入
植
以
前
の
住
人
の
子

孫
と
す
る
か
の
２
通
り
が
あ
る
。
そ
し
て
、
先
住
民
の
土
地
所
有
の
権
原

正
当
化
原
理
は
、
（Ａ）
の
場
合
に
は
「
最
初
の
占
有
原
則
（principle of 

first occupancy, 

以
下
（Ａ）
原
則
。）」が
用
い
ら
れ
る
。
（Ｂ）
の
場
合
に
は「
直

前
の
占
有
原
則
（principle of prior occupancy, 

以
下
（Ｂ）
原
則
。）」
が
用

い
ら
れ
る
。
だ
が
こ
れ
ら
正
当
化
が
成
功
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

リ
ー
ナ
・
ミ
リ
ア
ム
・
ワ
イ
マ
ン
（K

atrina M
iriam

 W
ym

an

）
の
研
究

を
紹
介
す
る
。
歴
史
的
不
正
へ
の
償
い
の
正
当
化
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ル
ド
ロ

ン
のsupersession

理
論
等
の
概
観
に
よ
っ
て
、
過
去
に
行
わ
れ
現
在
そ

の
償
い
を
十
全
に
行
う
こ
と
が
難
し
い
不
正
な
行
為
に
対
す
る
議
論
の
１

つ
の
あ
り
方
を
確
認
す
る
。第
２
節
で
は
、移
民
法
に
お
け
る
ボ
ズ
ニ
ア
ッ

ク
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
に
関
す
る
整
理
と
そ
の
理
論
化
の
試
み
を
紹
介
す

る
。
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
の
研
究
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
移
民
を
め
ぐ

る
法
哲
学
・
憲
法
学
上
の
議
論
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
移
民
法

を
継
受
し
た
わ
が
国
入
管
法
に
お
け
る
在
特
制
度
に
関
す
る
、
１
つ
の
理

論
的
説
明
の
あ
り
方
も
読
み
取
る
。
第
３
節
で
は
以
上
の
小
括
を
行
う
。

　

第
２
章
で
は
前
章
で
の
議
論
を
も
と
に
、
過
去
の
不
正
を
覆
斥
し
て
審

判
を
非
正
規
滞
在
者
の
滞
在
に
傾
け
る
諸
種
の
重
み
付
け
要
素
を
概
観
す

る
。
本
章
で
は
特
に
、
財
産
権
へ
の
言
及
が
１
つ
の
軸
と
な
る
。
第
１
節

で
は
、
非
正
規
滞
在
者
の
労
働
や
納
税
に
よ
る
地
域
へ
の
貢
献
関
連
の
主

張
を
批
判
的
に
検
討
す
る
。
第
２
節
で
は
、ア
イ
エ
レ
ッ
ト
・
シ
ャ
ッ
ハ
ー

（Ayelet Schachar

）
に
よ
る
財
産
権
と
市
民
権
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
取

得
時
効
類
似
の
主
張
を
紹
介
す
る
。
第
３
節
で
は
、
ラ
ズ
の
利
益
説
に
基

づ
く
非
正
規
滞
在
者
の
権
利
発
生
と
国
家
へ
の
義
務
発
生
を
主
張
す
る
、

ア
ン
ナ
・
ス
テ
ィ
ル
ツ
（A

nna Stilz

）
の
理
論
を
検
討
す
る
。
第
４
節

で
は
、
以
上
の
議
論
の
小
括
と
若
干
の
検
討
を
行
う
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
不
正
な
占
有
開
始
に
、
先
住
民
の
占
有
が
先
行
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
土
地
に
ま
つ
わ
る
自
決
権
や
、
経
済
的
・
所
有
権
的

主
張
の
優
越
性
を
導
く（

６
）。

そ
し
て
こ
れ
は
、
そ
の
土
地
へ
の
先
住
民
の
結

び
つ
き
と
時
間
を
要
素
と
し
て
も
つ
が
、
同
原
則
は
権
原
取
得
の
起
源
を

問
わ
ず
、
む
し
ろ
現
状
維
持
（preserving status quo

）
を
主
張
す
る
保

守
的
立
場
で
あ
る
（
ゆ
え
に
潜
在
的
に
（Ａ）
原
則
と
対
立
す
る
）。

　

当
該
原
則
を
21
世
紀
で
用
い
て
所
有
権
や
主
権
の
回
復
を
主
張
す
る
こ

と
の
困
難
と
し
て
、
特
定
の
一
時
点
を
切
り
出
し
て
そ
の
不
正
を
断
じ
る

同
原
則
が
、
当
該
不
正
の
上
に
築
か
れ
た
入
植
後
の
社
会
様
式
を
正
当
化

す
る
も
の
と
し
て
も
機
能
し
う
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
（Ｂ）
原
則
は
安
定
性
・
安
全
・
確
実
性
・
平
和
に
関
心
を
持

つ
。
既
存
の
取
り
決
め
を
覆
す
こ
と
を
禁
じ
、
現
状
維
持
へ
の
一
応
の
権

利
（prim

a facie right

）
を
与
え
る
。
し
か
し
、
先
住
民
か
ら
の
不
正
な

土
地
の
取
得
か
ら
長
期
間
が
経
過
し
、
新
た
な
秩
序
が
安
定
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
現
行
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
こ
う

し
て
時
間
が
罪
を
洗
い
流
す（

７
）。

　

前
の
世
代
の
不
正
な
土
地
収
奪
に
対
す
る
現
代
世
代
の
占
有
の
返
還

が
、
事
実
上
も
理
論
上
も
困
難
な
状
況
に
つ
き
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
は
、
矯
正

に
よ
る
占
有
の
移
転
で
は
な
く
、
当
初
不
正
で
あ
っ
た
財
の
継
続
的
所
持

が
、
た
だ
の
時
間
の
経
過
と
当
該
占
有
の
継
続
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
て
、
不

正
以
前
の
権
利
の
道
徳
的
重
要
性
が
消
滅
す
る
可
能
性
を
説
く

（superseded
）（

８
）。

　

な
お
、
以
上
の
過
去
の
不
正
な
土
地
・
財
産
取
得
を
め
ぐ
る
現
代
世
代

　

（Ａ）
原
則
は
、「
あ
る
土
地
の
所
有
を
始
め
た
最
初
の
人
ま
た
は
人
々
は
、

所
有
権
と
主
権
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
土
地
に
特
別
の
権
利
を
有
す

る
」
と
す
る
考
え
と
要
約
で
き
る
。
こ
の
考
え
の
基
礎
に
は
、
財
の
権
原

の
原
始
取
得
と
移
転
の
正
当
性
に
関
す
る
、
ロ
ッ
ク
や
ノ
ー
ジ
ッ
ク
的
所

有
権
理
解
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
財
の
権
原
の
取
得
に
つ
き
、
他
者
の
権
利

を
妨
げ
て
は
な
ら
ず
、
権
利
侵
害
に
よ
り
積
み
重
ね
ら
れ
た
財
の
承
継
も

不
正
で
あ
る
。
ゆ
え
に
先
住
民
は
な
お
そ
の
土
地
に
つ
き
、
権
利
を
主
張

し
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
（Ａ）
の
先
住
民
概
念
に
該
当
す
る
者
を
遡
っ
て
突
き
止
め
、
そ

の
子
孫
を
特
定
す
る
こ
と
は
著
し
く
困
難
で
あ
る（

３
）。

ま
た
歴
史
的
権
原

（historical entitlem
ent

）と
い
う
ロ
ッ
ク
の
財
産
権
論
を
参
照
す
る
な
ら
、

ロ
ッ
ク
的
但
書
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
自
ら
の
必
要
以
上
に
土
地

等
を
取
得
・
占
有
し
、
遅
れ
て
き
た
者
に
何
も
残
さ
な
い
こ
と
は
不
正
と

な
る
。
こ
の
道
徳
規
範
を
是
認
す
る
と
、
単
に
早
い
者
勝
ち
で
そ
の
土
地

を
占
拠
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
先
住
民
に
遅
れ
て
た
ど
り
着
い
た
が
も
は

や
他
に
行
き
場
の
な
い
入
植
者
の
子
孫
ら
も
現
在
定
着
す
る
そ
の
土
地
に

つ
い
て
、
先
住
民
の
子
孫
が
当
該
土
地
の
占
有
を
主
張
し
、
入
植
者
子
孫

の
退
去
を
強
制
す
る
こ
と
も
正
当
化
で
き
な
く
な
る（

４
）。

さ
ら
に
、
権
限
保

持
者
に
要
請
さ
れ
る
配
慮
の
内
容
や
程
度
は
状
況
に
応
じ
て
異
な
る
こ
と

か
ら
、
権
原
が
状
況
に
感
応
的
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
当

初
の
収
奪
か
ら
長
期
間
が
経
過
す
る
間
に
背
景
事
情
が
変
化
し
た
と
き
、

権
原
は
弱
ま
る（

５
）。

　

他
方
の
（Ｂ）
原
則
は
、（Ａ）
原
則
の
よ
う
に
始
原
的
な
権
原
を
主
張
し
な
い
。
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ク
的
矯
正
的
正
義
の
４
つ
を
挙
げ
る
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
同
研
究
中
、
歴
史

的
不
正
へ
の
償
い
の
道
徳
的
根
拠
と
し
て
の
将
来
志
向
（forw

ard-

looking

）
の
前
二
者
の
見
込
み
が
少
な
く
説
得
力
に
乏
し
い
と
す
る
一

方
、
他
方
で
は
過
去
志
向
（backw

ard-looking

）
の
後
二
者
に
よ
る
正

当
化
可
能
性
を
説
く
が
、
そ
の
通
用
力
の
限
界
も
指
摘
す
る
。
本
稿
の
関

心
上
、
以
下
、
後
二
者
に
注
目
す
る
。

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
矯
正
的
正
義
が
課
す
も
の
は
、「
あ
る
人
が
相
応

に
保
有
す
る
物
（equality

）
へ
の
侵
害
を
お
こ
な
っ
た
者
へ
の
返
還
の

義
務
」
で
あ
る
。
そ
の
性
質
は
当
事
者
固
有
（agent-specific

）
の
も
の

と
さ
れ
る
。
成
立
要
件
は
、
①
被
害
者
・
加
害
者
両
当
事
者
の
現
在
性

（existence

）、
②
保
護
さ
れ
た
利
益
に
対
す
る
侵
害
（violation of 

protected interest

）、
③
侵
害
か
ら
の
救
済
可
能
性
（rem

ediable 

violation

）
の
３
つ
と
さ
れ
る
。

　

歴
史
的
不
正
の
被
害
者
の
子
孫
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
矯
正
的
正
義
に

依
拠
し
て
償
い
を
請
求
す
る
際
の
限
界
は
特
に
①
か
ら
生
じ
る
。
不
正
を

行
っ
た
者
か
、
そ
の
被
害
者
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
矯
正
の
義

務
が
終
結
す
る
。
そ
の
た
め
、
当
該
根
拠
に
基
づ
く
償
い
の
要
求
に
は
、

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
の
個
人
間
で
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
、
国

家
や
会
社
を
当
事
者
と
し
て
再
構
築
す
る
と
、
法
人
等
の
集
合
体
お
よ
び

そ
の
構
成
員
に
対
し
て
は
、
団
体
の
連
続
性
を
も
と
に
当
事
者
と
し
て
の

地
位
を
引
き
継
ぎ
う
る
。
他
方
、個
人
は
被
害
者
本
人
が
死
亡
し
た
後
に
、

そ
の
子
孫
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
矯
正
的
正
義
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
①

要
件
を
緩
や
か
に
解
し
た
と
し
て
も
限
界
が
あ
る（

10
）。

の
正
義
の
問
題
は
、
先
住
民
以
外
と
の
関
連
で
も
議
論
さ
れ
る
。
こ
れ
は

歴
史
的
不
正
（H

istorical Injustice

）
と
い
う
概
念
で
把
握
さ
れ
、
合
衆

国
の
文
脈
で
考
え
る
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
隔

離
へ
の
戦
後
の
償
い
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
土
地
収
奪
、
ア
フ

リ
カ
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
黒
人
奴
隷
な
ど
に
つ
き
同
様
に
論
じ
ら
れ

る
。

第
２
款　

カ
ト
リ
ー
ナ
の
歴
史
的
不
正
論

　

歴
史
的
不
正
へ
の
償
い
（redress
）
関
連
の
研
究
は
諸
種
あ
る
が
、
次

に
本
稿
の
関
心
上
、
カ
ト
リ
ー
ナ
・
ミ
リ
ア
ム
・
ワ
イ
マ
ン
（K

atrina 

M
iriam

 W
ym

an

）
の
研
究
を
と
り
あ
げ
る
。
同
研
究
は
、
ウ
ォ
ル
ド
ロ

ン
同
様
に
時
間
の
経
過
に
よ
る
過
去
の
不
正
に
対
す
る
糾
弾
の
限
界
と
、

償
い
の
あ
り
方
を
論
じ
て
お
り
示
唆
に
富
む
。

　

カ
ト
リ
ー
ナ
は
歴
史
的
不
正
の
要
素
と
し
て
、（
イ
）
１
世
代
以
上
前

の
行
為
、（
ロ
）
政
府
や
企
業
と
い
っ
た
集
団
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、（
ハ
）

害
さ
れ
る
個
人
の
多
数
性
、（
ニ
）
人
権
侵
害
を
含
む
行
為
、
の
４
つ
を

挙
げ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
不
正
に
対
す
る
償
い
の
主
張
を
、
文
化
と
法
、

経
済
と
象
徴
（sym

bol

）
の
要
素
を
用
い
て
分
析
し
、
被
害
と
そ
の
償
い

の
要
求
を
類
型
化
す
る（

９
）。

　

ま
た
歴
史
的
不
正
の
被
害
者
の
主
張
の
道
徳
的
根
拠
と
し
て
、
今
後
の

人
権
侵
害
行
為
を
抑
止
す
る
た
め
の
償
い
を
主
張
す
る
功
利
主
義
的
抑
止

論
、
歴
史
的
不
正
に
よ
っ
て
現
代
世
代
が
置
か
れ
て
い
る
格
差
へ
の
配
慮

を
主
張
す
る
配
分
的
正
義
、ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
矯
正
的
正
義
、ノ
ー
ジ
ッ
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は
こ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
り
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
語
が
用
い
ら
れ
る
と
す

る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
要
素
か
ら
発
展
し
実
施
さ
れ
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
を
、

「
許
し
と
忘
却
（forgive and forget

）」、「
行
政
運
営
上
の
リ
セ
ッ
ト

（adm
inistrative reset

）」、「
正
当
性
の
立
証
（vindication

）」
の
３
つ
の

コ
ン
セ
プ
ト
・
モ
デ
ル
で
整
理
す
る（

13
）。

　

以
下
、
各
コ
ン
セ
プ
ト
の
大
要
を
述
べ
る
。「
許
し
と
忘
却
」
モ
デ
ル

に
お
け
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
は
、
何
ら
か
の
公
的
に
認
知
さ
れ
た
違
反
の
行

為
者
へ
の
寛
容
と
違
反
行
為
の
影
響
の
抹
消
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
。

こ
れ
ら
違
反
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
許
し
、
水
に
流
す
と
い
う
の
が
、
こ

の
場
合
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
理
解
で
あ
る（

14
）。

こ
の
モ
デ
ル
に
対
し
て
は
、
ア

ム
ネ
ス
テ
ィ
の
利
益
の
た
め
に
違
反
行
為
を
是
認
す
る
こ
と
と
な
る
と
い

う
象
徴
的
コ
ス
ト
（sym

bolic cost

）
批
判
が
存
す
る
。
加
え
て
、
違
反

者
に
対
し
制
裁
で
は
な
く
寛
容
な
免
除
を
も
た
ら
す
点
や
、
違
反
行
為
を

行
わ
な
い
真
面
目
な
法
遵
守
者
へ
の
悪
影
響
も
同
時
に
指
摘
さ
れ
る（

15
）。

　

第
２
の
「
行
政
運
営
上
の
リ
セ
ッ
ト
」
モ
デ
ル
で
は
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

は
、
執
行
可
能
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
た
場
合
に
お
け
る
、
政
治
・
行

政
上
の
負
債
の
一
掃
と
し
て
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
理
解
さ
れ
る
。
こ
の

場
合
、
不
正
行
為
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
機
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に

忘
却
さ
れ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
正
義
を
め
ぐ
る
問
題
が
議
論
の
中
心

か
ら
外
さ
れ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
に
対
し
て
は
ま
た
、
正
義
の
問
題
の
捨
象

に
加
え
、
不
正
行
為
の
有
す
る
罪
へ
の
宥
恕
と
報
酬
に
つ
な
が
る
点
が
、

「
許
し
と
忘
却
」
モ
デ
ル
同
様
に
批
判
さ
れ
る（

16
）。

　

第
３
の
モ
デ
ル
「
正
当
化
」
は
、
前
二
者
と
発
想
を
異
に
す
る
。
こ
の

　

カ
ト
リ
ー
ナ
は
、
ロ
ッ
ク
・
ノ
ー
ジ
ッ
ク
的
矯
正
的
正
義
お
よ
び
そ
の

但
書
を
分
析
す
る
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
理
論
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
、
同

様
に
救
済
の
限
界
を
指
摘
す
る
。
ノ
ー
ジ
ッ
ク
的
矯
正
的
正
義
の
主
張
の

要
件
は
、
（ａ）
歴
史
的
権
限
（historical entitlem

ent

）
に
よ
っ
て
保
護
さ

れ
た
利
益
の
侵
害
、
（ｂ）
侵
害
か
ら
の
救
済
可
能
性
、
（ｃ）
ノ
ー
ジ
ッ
ク
的
但

書
の
３
つ
で
あ
る（

11
）（

そ
の
通
用
力
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
ウ
ォ
ル

ド
ロ
ン
の
状
況
感
応
性
に
関
す
る
説
明
を
典
拠
に
す
る
）。

　

そ
し
て
、
ノ
ー
ジ
ッ
ク
（
と
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
）
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、

こ
の
両
矯
正
的
正
義
を
比
較
し
た
と
き
、
①
当
事
者
の
現
在
性
の
方
が
、

（ｃ）
但
書
よ
り
も
償
い
の
根
拠
と
し
て
広
い
制
約
を
負
う
が
、
ど
ち
ら
に
つ

い
て
も
時
間
の
経
過
（
と
そ
の
後
の
状
況
変
化
）
に
よ
る
限
界
を
内
包
す

る
。
以
上
が
カ
ト
リ
ー
ナ
の
整
理
で
あ
る（

12
）。

第
２
節　

移
民
法
に
お
け
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
に
関
す
る
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
の

整
理

　

以
上
は
先
住
民
な
ど
へ
の
歴
史
的
不
正
に
関
す
る
議
論
だ
っ
た
。
以
下

で
は
、
リ
ン
ダ
・
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
（Linda B

osniak

）
が
整
理
し
た
移
民

法
上
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
理
論
モ
デ
ル
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
移
民
に

関
す
る
法
哲
学
・
憲
法
学
上
の
議
論
の
構
図
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、

国
家
の
移
民
の
退
去
強
制
権
を
前
提
と
し
た
議
論
に
射
程
を
限
定
し
、
非

正
規
滞
在
の
地
位
の
正
規
化
の
根
底
に
あ
る
思
考
を
探
る
。

　

ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
は
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
根
幹
に
は
違
反
行
為
の
抹
消
、

寛
容
、
解
放
の
３
つ
の
側
面
が
あ
り
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
実
践
に
お
い
て
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モ
デ
ル
を
志
向
す
る
。
本
稿
は
わ
が
国
実
定
法
の
理
解
を
目
的
と
す
る
た

め
、
国
境
解
放
論
と
「
正
当
化
」
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
）（

19
）。

　

以
上
の
通
り
、
移
民
を
め
ぐ
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
も
移
民
の
違
反
行
為
を

前
提
と
し
て
議
論
す
る
も
の
と
、
国
家
に
よ
る
国
境
管
理
を
批
判
す
る
議

論
と
が
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
非
正
規
移
民
が
国
内
で
長
期
に
わ
た

り
滞
在
し
地
域
と
紐
帯
を
形
成
し
て
き
た
事
実
（
関
係
性
）
と
い
う
、

tim
e

とtie

に
注
目
し
た
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
主
張
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
。

紐
帯
と
時
間
に
よ
る
正
規
化
の
議
論
に
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、

そ
の
議
論
の
構
造
は
、
当
初
の
違
反
行
為
を
後
続
の
社
会
変
化
の
事
情
が

覆
斥
（supersede

）
す
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
労
働
、
通
学
、
家
族

生
活
、
宗
教
施
設
へ
の
礼
拝
と
い
っ
た
移
民
の
日
々
の
生
活
の
蓄
積
が
、

社
会
に
お
け
る
実
質
的
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
し
、
始
原
に
あ
る
違

反
行
為
を
覆
い
隠
す
（eclipse

）（
20
）。

そ
し
て
時
間
と
紐
帯
に
よ
る
覆
斥
の

主
張
者
は
、国
家
の
国
境
管
理
の
権
限
を
正
当
な
も
の
と
認
め
な
が
ら
も
、

個
人
の
尊
厳
や
共
同
体
の
価
値
、
民
主
的
平
等
（dem

ocratic equality

）、

根
本
的
礼
節
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
よ
り
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
を
正
当
視
す

る
。

　

以
上
、
国
家
の
国
境
管
理
権
の
正
当
性
を
措
定
し
、
国
家
の
正
当
な
権

限
行
使
に
違
反
し
た
非
正
規
滞
在
者
の
責
任
を
免
除
す
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

の
モ
デ
ル
を
み
た
。
ひ
と
ま
ず
、
上
述
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
モ
デ
ル
を
実
際

の
移
民
法
上
の
議
論
と
照
合
し
て
理
解
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
、
移
民
と

国
境
管
理
を
め
ぐ
る
法
・
政
治
哲
学
的
議
論
の
大
枠
を
簡
単
に
確
認
す
る
。

　

ま
ず
国
家
の
国
境
管
理
権
の
道
徳
的
正
不
正
を
め
ぐ
る
議
論
が
あ
り
、

場
合
に
実
施
さ
れ
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
は
、
不
正
を
行
っ
た
と
し
て
糾
弾
さ

れ
た
者
へ
の
庇
護
と
、
そ
の
行
動
の
正
当
化
の
意
味
を
も
つ
。
こ
の
モ
デ

ル
で
は
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
は
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
対
象
と
な
る
何
ら
か

の
違
法
行
為
を
お
こ
な
っ
た
者（
理
想
的
に
は
不
正
な
法
へ
の
不
服
従
者
）

で
は
な
く
て
、
そ
の
違
法
を
取
り
し
ま
っ
た
側
で
あ
り
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

は
本
来
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
な
か
っ
た
者
の
自
由
と
名
誉
を
回
復
す
る
も

の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
戦
活
動
を
理
由
に
逮
捕
さ
れ
た
者
を
不
正
な
法
の
被

害
者
と
し
て
、
そ
の
自
由
を
取
り
戻
す
た
め
用
い
ら
れ
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

が
そ
の
例
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
モ
デ
ル
の
下
で
は
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
に

よ
る
被
害
者
救
済
は
、
被
害
者
の
不
正
を
断
じ
た
法
自
体
の
不
正
を
認
め

る
こ
と
に
な
る（

17
）。

　

以
上
の
モ
デ
ル
は
、
移
民
法
領
域
に
お
け
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
議
論
と
も

通
底
し
、
ど
の
モ
デ
ル
に
引
き
付
け
て
移
民
法
上
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
を
理

解
す
る
か
で
、
い
か
な
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
の
結
論
が

異
な
る
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
民
へ
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
議
論
の

主
流
は
、「
許
し
と
忘
却
」
と
「
行
政
運
営
上
の
リ
セ
ッ
ト
」
の
中
間
と

さ
れ
る
。「
許
し
と
忘
却
」
モ
デ
ル
で
は
、
道
徳
的
問
題
と
し
て
ア
ム
ネ

ス
テ
ィ
を
扱
う
。
そ
し
て
こ
の
場
合
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
議
論
に
は
、「
違

反
者
へ
の
褒
賞
」
と
い
う
批
判
と
、「
事
実
上
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
有

す
る
も
の
と
し
て
の
移
民
の
存
在
承
認
」
の
両
論
が
、
同
じ
枠
内
で
展
開

さ
れ
る（

18
）。

他
方
「
リ
セ
ッ
ト
」
モ
デ
ル
で
は
、
論
調
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ

ム
に
傾
斜
す
る
。（
な
お
国
境
解
放
論
者
の
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
は
「
正
当
化
」
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述
の
「
許
し
と
忘
却
」
モ
デ
ル
と
「
正
当
化
」
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
さ
ら
に
、置
換
理
論（supersession argum

ent

）と
優
越
理
論（override 

argum
ent

）
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
（
後
者
は
さ
ら
に

contem
poraneous override

とcorrective override

に
分
か
れ
る
）。
以

下
各
大
要
を
述
べ
る
。

　

ま
ず
置
換（supersession

）理
論
は
、最
初
に
何
ら
か
違
反
行
為
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
状
況
が
変
化
し
、
こ
れ
に
よ
り
道
徳
上
の
計
算
の
結
果
、

最
初
の
違
反
行
為
が
違
反
行
為
で
な
く
な
る
（not-w

rong

）
と
い
う
構

造
を
と
る
。
移
民
法
領
域
に
お
け
る
正
規
化
に
当
て
は
め
る
と
、
ま
ず
国

家
は
こ
の
非
正
規
滞
在
者
に
対
し
て
侵
入
と
滞
在
を
制
限
す
る
請
求
権

（claim
-right

）
を
有
す
る
。
移
民
希
望
者
は
こ
れ
に
従
う
義
務
を
負
い
、

そ
の
違
反
は
違
法
行
為
と
し
て
、
国
家
に
よ
る
法
執
行
な
ら
び
に
制
裁
が

課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
当
該
非
正
規
滞
在
者
が
滞
在
中
に
関

係
を
構
築
し
、
根
を
お
ろ
し
、
ま
た
国
家
に
対
し
貢
献
し
た
場
合
に
は
、

事
実
上
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
・
社
会
的
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
・
利
害
関
係
発

生
と
い
う
事
情
変
更
が
起
こ
る
。
こ
う
し
て
当
初
の
違
反
行
為
が
も
は
や

違
反
行
為
で
な
く
な
る（

24
）。

　

た
だ
し
以
上
の
道
徳
上
の
計
算
に
対
し
て
は
、「
ど
う
や
っ
て
（how

）」

と
「
な
ぜ
（w

hy

）」
の
問
い
が
あ
る
。「
ど
う
や
っ
て
」
の
議
論
は
、
こ

の
道
徳
上
の
計
算
に
よ
る
錬
金
術
が
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
る
の
か
（
何

が
こ
れ
を
引
き
起
こ
す
の
か
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
論
者
に
よ
り

立
場
は
微
妙
に
異
な
る
が
、
広
く
共
通
し
て
見
ら
れ
る
要
素
は
、
領
域
内

で
の
現
在
性
と
滞
在
時
間
で
あ
る
。
こ
れ
を
加
味
し
て
、法
規
定
に
従
い
、

個
人
の
移
動
の
自
由
で
あ
れ
、
カ
ン
ト
の
歓
待
理
論
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
も

の
で
あ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
平
等
に
基
づ
く
も
の
で
あ
れ
、
国
境
管
理
を

不
正
と
み
る
立
場
か
ら
は
、
国
境
解
放
論
的
主
張
が
展
開
さ
れ
う
る
。

　

他
方
、
国
家
の
国
境
管
理
権
と
、
非
正
規
滞
在
者
に
対
す
る
退
去
強
制

権
限
を
肯
定
す
る
場
合
に
は
、
外
国
人
に
は
移
民
法
を
遵
守
す
る
義
務
が

認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
外
国
人
の
義
務
違
反
行
為
が
侵
害
す
る
国
家
の

権
限
の
性
質
（
国
家
の
自
己
決
定
侵
害
か
、
文
化
的
統
一
性
侵
害
か
、
あ

る
い
は
単
な
る
遵
法
義
務
違
反
か
）（

21
）や

、
退
去
強
制
に
お
け
る
適
正
手
続

き
関
連
の
議
論（

22
）が

こ
れ
に
続
く
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
非
正
規
滞

在
者
側
の
義
務
違
反
行
為
の
性
質
お
よ
び
こ
れ
へ
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
を
め

ぐ
っ
て
、そ
れ
が
覆
し
う
る
程
度
の
一
応
の
誤
り
（pro tanto w

rong

）
か
、

そ
う
で
な
い
か
を
め
ぐ
る
議
論
が
加
わ
る
。

　

国
家
に
よ
る
国
境
管
理
と
そ
の
法
の
正
当
性
を
前
提
と
し
て
、
移
民
法

遵
守
義
務
と
そ
の
違
反
行
為
が
、
そ
の
後
の
事
情
変
更
に
よ
っ
て
覆
し
う

る
と
み
る
場
合
、
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
は
当
該
違
反
を
「
一
応
（prim

a facie, 

pro tanto

）（
23
）」

の
違
反
行
為
と
扱
う
。
す
な
わ
ち
、
移
民
法
違
反
行
為
に

よ
る
退
去
と
い
う
一
応
の
理
由
と
、
こ
れ
と
両
立
で
き
な
い
他
の
理
由
が

競
合
し
、
こ
れ
ら
の
間
で
調
整
や
熟
考
の
末
に
終
局
的
な
義
務
・
責
任
が

決
定
さ
れ
る
と
解
す
る
。
こ
の
と
き
、
こ
のprim

a facie

な
理
由
を
覆
す

他
に
競
合
す
る
理
由
が
あ
る
の
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
な
の
か
が

つ
い
で
問
題
と
な
る
。

　

ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
の
議
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
一
応
の
義
務
を
覆
し
、
置

き
換
え
、
あ
る
い
は
優
越
す
る
際
の
道
徳
的
根
拠
と
な
り
う
る
の
が
、
先
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同
時
発
生
的
優
越
（contem

poraneous override

）
論
は
、
端
的
に
は
、

移
民
法
違
反
行
為
へ
の
責
任
が
な
い
者
に
は
、
違
反
行
為
と
同
時
に
そ
の

責
任
を
阻
却
す
る
根
拠
が
発
生
す
る
と
し
て
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
付
与
の
道

徳
的
根
拠
を
見
出
す
理
論
で
あ
る
。
こ
の
典
型
が
、
難
民
や
子
ど
も
で
あ

る
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
、
違
反
行
為
へ
の
非
難
の
免
除
と
違
反
行
為
を
上

回
る
理
由
の
存
在
が
、
違
反
行
為
と
同
時
発
生
し
か
つ
違
反
行
為
の
性
質

に
直
接
的
影
響
を
与
え
る
点
で
、
そ
の
後
の
時
間
の
蓄
積
と
状
況
変
化
に

依
存
す
る
置
換
理
論
と
の
差
が
生
じ
る（

28
）。

　

だ
が
子
ど
も
に
は
違
反
へ
の
非
難
可
能
性
が
な
い
と
い
っ
て
も
、
そ
れ

で
も
「
本
来
の
国
籍
国
に
戻
せ
ば
い
い
」
と
言
え
て
し
ま
う
。
子
ど
も
や
、

幼
少
期
に
越
境
し
そ
の
ま
ま
成
長
し
た
非
正
規
滞
在
者
を
退
去
強
制
さ
せ

る
こ
と
の
過
酷
さ
の
最
大
の
要
因
の
１
つ
は
、
国
内
で
の
関
係
性
構
築
に

よ
る
、当
該
国
か
ら
の
離
脱
の
困
難
さ
に
あ
る
。
ま
た
難
民
に
つ
い
て
も
、

危
難
が
去
っ
た
の
で
あ
れ
ば
国
籍
国
に
戻
せ
ば
良
い
と
こ
ろ
、
そ
の
後
も

な
お
滞
在
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
前
述
の
通
り
時
間
の
経
過
と
現

在
性
に
よ
る
関
係
構
築
が
前
提
に
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
国
家
の
退
去
強

制
権
を
前
提
に
し
か
つ
退
去
を
原
則
と
し
て
考
え
る
と
、
実
務
上
は
、
同

時
発
生
的
優
越
論
もsupersession

計
算
に
お
け
る
積
極
要
素
な
い
し
消

極
要
素
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
、
非
正
規
滞
在
者
に
有
利
に
働
く
一
要
素

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

矯
正
的
優
越
（corrective override

）
論
で
も
、
国
家
に
国
境
管
理
の

権
限
が
一
応
存
在
し
、
か
つ
移
民
一
般
に
そ
の
遵
守
義
務
が
一
応
の
も
の

と
し
て
措
定
さ
れ
る
。
し
か
し
特
に
歴
史
的
要
素
に
注
目
し
、
移
民
の
送

「
現
在
性+

時
間
―
刑
法
上
の
犯
罪
行
為
や
テ
ロ
活
動
な
ど
の
道
徳
上
の

変
質
を
阻
害
す
る
要
因
」
と
い
う
計
算
が
行
わ
れ
、
正
規
化
か
退
去
か
が

決
せ
ら
れ
る（

25
）。

　

他
方
、「
な
ぜ
」
の
議
論
は
、
道
徳
的
変
化
を
正
当
化
す
る
も
の
は
何

な
の
か
と
い
う
形
を
と
る
。
こ
の
問
い
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
権

利
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
原
理
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
が
傾
注
す
る
権
利
論
ア
プ
ロ
ー
チ
は
さ
ら
に
、
人
生
設

計
の
発
展
の
た
め
の
「
占
有
権
」
発
生
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
市
民
権

取
得
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
家
族
の
統
合
と
保
全
へ
の
妨
害
排
除
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
分
類
さ
れ
る
（
前
二
者
に
つ
い
て
は
次
節
で
扱
う
。
家
族
に
つ

い
て
は
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
）。

　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
原
理
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
平
等
な
市
民
か
ら
な
る

民
主
的
共
同
体
に
お
い
て
は
、
長
期
的
に
基
本
的
諸
権
利
を
付
与
さ
れ
な

い
二
級
市
民
の
存
在
が
、
ま
さ
に
受
入
国
に
お
け
る
民
主
制
の
価
値
を
毀

損
す
る
こ
と
か
ら
、
非
正
規
滞
在
者
の
正
規
化
な
い
し
市
民
権
付
与
を
導

こ
う
と
す
る
議
論
で
あ
る（

26
）。プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

周
縁
化
さ
れ
た
非
正
規
滞
在
者
が
、
発
覚
と
退
去
を
恐
れ
て
免
許
不
所
持

や
健
康
保
険
未
加
入
等
の
社
会
へ
の
負
の
影
響
を
及
ぼ
す
行
動
を
と
る
事

を
防
ぐ
と
い
う
実
利
的
観
点
か
ら
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
議
論
を
行
う（

27
）。

　

以
上
の
ほ
か
に
も
、
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
の
整
理
の
中
に
は
、
国
家
に
よ
る

国
境
管
理
権
の
存
在
を
前
提
と
し
た
正
規
化
の
理
論
と
し
て
２
種
の
優
越

理
論
（contem

poraneous override

とcorrective override

）
が
あ
る
。
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も
理
解
す
る
よ
う
に
、
直
ち
に
移
民
と
入
植
を
同
視
し
て
無
邪
気
に
ウ
ォ

ル
ド
ロ
ン
の
理
論
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
価
値
多
元
論
的
立
場
か
ら
、
両
立
で
き
な
い
道
徳
的
正
当
性
を

有
し
た
一
応
の
理
由
（prim

a facie, pro tanto reason

）
の
葛
藤
と
し
て

非
正
規
移
民
の
問
題
を
扱
う
こ
と
は
な
お
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
方

で
退
去
を
是
認
す
る
理
由
が
越
境
当
初
か
ら
存
在
す
る
が
、
他
方
で
、
そ

の
後
の
時
間
経
過
に
よ
っ
て
こ
れ
と
デ
ィ
レ
ン
マ
を
起
こ
す
正
当
な
理
由

が
醸
成
さ
れ
る
（
ま
た
、
不
正
の
糾
弾
に
も
時
間
の
経
過
か
ら
く
る
限
界

を
見
出
せ
る
）
と
い
う
見
方
も
で
き
る（

32
）。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
在
留

特
別
許
可
や
個
別
的
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
は
こ
れ
ら
葛
藤
を
熟
慮
し
衡
量
す
る

ス
テ
ー
ジ
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
に
ど
れ
だ
け
の
重
み
を
与
え
る
か
は
、
各

移
民
に
生
じ
る
個
別
の
事
情
・
要
素
を
検
討
し
て
決
せ
ら
れ
る
、
と
理
論

的
に
整
理
で
き
る
。

　

以
上
、制
度
の
大
枠
に
関
す
る
１
つ
の
理
解
の
示
唆
を
得
た
と
こ
ろ
で
、

次
に
そ
の
細
部
を
扱
う
。
次
章
で
み
る
の
は
、
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
の
整
理
の

中
で
も
登
場
し
、
わ
が
国
で
も
し
ば
し
ば
裁
判
・
研
究
中
で
み
ら
れ
る
、

個
別
的
検
討
の
た
め
の
諸
要
素
で
あ
る
。

第
２
章　

過
去
の
不
正
を
覆
斥
す
る
た
め
の
諸
要
素

　

本
章
で
は
、
非
正
規
滞
在
者
に
滞
在
の
地
位
を
付
与
す
る
べ
く
主
張
さ

れ
る
、
利
益
・
財
産
権
と
の
接
点
を
持
つ
３
つ
の
学
説
・
議
論
に
つ
い
て

紹
介
し
、
今
後
の
そ
の
検
討
の
た
め
の
素
地
を
整
え
る
。「
労
働
や
納
税

に
よ
る
貢
献
」、「
取
得
時
効
」、「
占
有
権
」
の
順
に
扱
う
。
そ
し
て
最
後

出
国
と
受
入
国
の
間
に
過
去
の
誤
り
に
起
因
す
る
責
任
関
係
が
あ
る
場
合

に
は
、
矯
正
的
正
義
の
観
点
か
ら
、
受
入
国
の
権
限
行
使
の
余
地
が
減
る

と
こ
の
立
場
か
ら
は
考
え
ら
れ
る（

29
）。

し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
は
、
ボ
ズ
ニ

ア
ッ
ク
の
指
摘
す
る
通
り
、
被
害
者
と
加
害
者
の
同
一
性
、
何
を
「
過
ち

（w
rongdoing

）」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
か
、
因
果
関
係
、
過
ち
に
対
す

る
適
正
な
救
済
手
法
、
と
い
っ
た
点
で
、
歴
史
的
事
実
を
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

の
根
拠
と
し
て
主
張
す
る
に
は
困
難
が
あ
る（

30
）。

以
上
諸
々
の
紹
介
を
行
っ

た
が
、
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
矯
正
的
優
越
論
を
排
除
し
た
上
で
、
国
家

の
退
去
強
制
権
の
存
在
を
前
提
と
し
た
理
論
モ
デ
ル
に
考
察
の
射
程
を
限

定
す
る
。

第
３
節　

小
括

　

以
上
、
過
去
の
不
正
と
土
地
を
め
ぐ
る
英
語
圏
の
法
哲
学
・
憲
法
上
の

研
究
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
は
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の

supersession

理
論
か
ら
示
唆
を
得
て
い
る
が
、
留
意
す
べ
き
は
、
ウ
ォ

ル
ド
ロ
ン
が
直
接
の
議
論
の
対
象
と
し
た
の
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
先

住
民
で
、
そ
れ
は
「
歴
史
的
不
正
」
と
呼
ば
れ
る
問
題
群
へ
の
理
論
的
ア

プ
ロ
ー
チ
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
移
民
と
先
住
民
は
同
様
に
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
問
題
と
し
て
、多
文
化
主
義
関
連
の
議
論
で
括
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

だ
が
カ
ト
リ
ー
ナ
の
整
理
も
参
酌
す
る
に
、
非
正
規
移
民
と
入
植
者
の
間

に
は
、
不
正
を
行
っ
た
主
体
の
規
模
や
属
性
、
当
事
者
の
現
在
性
、
問
題

群
に
お
け
る
被
侵
害
者
側
の
要
求
内
容
と
そ
の
実
現
性
、
時
間
の
経
過
の

度
合
い
に
つ
い
て
は
著
し
い
差
異
が
あ
る（

31
）。

そ
の
た
め
、
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
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こ
れ
を
洗
練
す
る
と
、
単
に
便
益
を
「
受
領
」
し
て
い
る
だ
け
で
は
コ
ス

ト
を
負
担
さ
せ
る
の
に
十
分
で
は
な
く
、
便
益
の
享
受
を
「
受
諾
」
す
る

こ
と
を
要
す
る
、
と
換
言
で
き
る
。

　

国
境
の
取
締
り
と
就
労
管
理
を
行
う
国
家
に
お
い
て
国
民
が
、
違
法
に

入
国
・
滞
在
し
資
格
外
で
活
動
す
る
非
正
規
滞
在
者
が
も
た
ら
す
便
益
を

「
受
諾
」
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か（

35
）。

同
様
に
、
先
の
主
張
か
ら
一

歩
進
め
た
「
貢
献
の
対
価
と
し
て
市
民
権
を
要
求
で
き
る
」
と
い
う
主
張

も
適
否
を
問
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
国
家
に
よ
る
諸
自
由
の
保
障

と
い
う
地
位
は
対
価
を
払
わ
ね
ば
得
ら
れ
な
い
も
の
か
。
政
治
参
加
の
権

利
（
と
論
者
に
よ
っ
て
は
義
務
）
を
包
含
す
る
市
民
権
は
対
価
関
係
に
あ

る
の
か（

36
）。

政
府
に
よ
る
自
由
保
障
の
対
価
を
払
え
な
い
者
は
放
逐
さ
れ
る

べ
き
か（

37
）。

　

む
し
ろ
フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ
か
ら
考
え
る
な
ら
、
法
遵
守
の
義
務
に
違
背

す
る
非
正
規
滞
在
者
の
主
張
は
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
反
対
論
者
が
批
判
す
る

よ
う
に
、
法
を
遵
守
し
て
い
る
他
の
外
国
人
と
並
置
し
た
と
き
フ
ェ
ア
で

は
な
い
。
外
国
人
と
い
え
ど
も
、
そ
の
国
の
法
を
遵
守
す
べ
き
で
、
か
つ

そ
の
違
反
は
非
難
さ
れ
う
る
。
そ
し
て
、
国
家
の
国
境
管
理
権
と
退
去
強

制
権
を
前
提
に
論
じ
る
と
、
非
正
規
滞
在
者
は
、
他
者
の
法
遵
守
か
ら
生

じ
る
秩
序
を
意
図
し
て
享
受
し
て
お
き
な
が
ら
自
己
は
そ
れ
に
協
力
せ

ず
、
自
分
だ
け
を
特
別
扱
い
す
る
よ
う
求
め
る
者
と
非
難
さ
れ
る
の
で
は

な
い
の
だ
ろ
う
か（

38
）。

そ
し
て
こ
の
法
の
遵
守
義
務
違
反
へ
の
非
難
は
、
次

節
で
扱
う
責
任
減
少
と
関
連
す
る
。

に
小
括
を
行
う
。

第
１
節　

非
正
規
滞
在
者
の
貢
献
の
主
張
の
主
張
の
正
当
性
は
自
明
で
な
い

　

非
正
規
滞
在
者
へ
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
を
求
め
て
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る

根
拠
が
、
労
働
や
納
税
に
よ
る
貢
献
で
あ
る
。
こ
の
主
張
の
正
当
性
の
根

拠
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、筆
者
に
は
あ
ま
り
分
か
ら
な
い
。
さ
し
あ
た
り
、

相
互
性
や
互
恵
や
バ
ラ
ン
ス
の
理
念
に
立
脚
す
る
と
仮
定
す
る
。
そ
し
て

本
節
で
は
、
法
・
政
治
哲
学
に
お
け
る
フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ
論
（
公
平
論
）

を
応
用
し
て
、
そ
の
適
否
を
考
察
し
て
み
る
。

　

フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ
原
則
と
は
、「
人
々
の
協
力
関
係
か
ら
利
益
を
受
け

て
い
る
人
は
、
自
分
も
そ
れ
に
協
力
す
る
義
務
を
負
う
と
い
う
原
則（

33
）」

と

説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
を
裏
返
し
て
、上
述
の
在
特
付
与
の
主
張
を
フ
ェ
ア
・

プ
レ
イ
か
ら
説
明
す
る
と
、「
当
該
国
の
国
民
は
非
正
規
滞
在
者
の
労
働
・

納
税
に
よ
っ
て
一
定
の
便
益
を
享
受
し
て
い
る
。
な
の
で
そ
れ
に
見
合
う

法
的
保
護
と
サ
ー
ビ
ス
を
付
与
す
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
い
は
公
平
な
処

遇
を
要
す
」
と
換
言
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
こ
の
主
張
に
対
し
て
は
、
ノ
ー
ジ
ッ
ク
が
指
摘
し
た
「
利
益
の

押
し
付
け
問
題
」
か
ら
疑
義
が
浮
か
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
押
売
り
商
人
が
勝

手
に
商
品
を
置
い
て
い
っ
て
も
対
価
を
払
う
義
理
が
な
い
よ
う
に
、「
望

ま
な
い
利
益
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
者
に
対
し
て
、
公
平
な
負
担
を
要
求
す

る
こ
と
は
や
り
す
ぎ
」
で
、「
こ
う
し
た
『
利
益
の
押
し
つ
け
問
題
』
を

回
避
す
る
た
め
に
は
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
則
に
利
益
が
負
担
を
上
回
る

と
い
う
条
件
と
、
現
実
の
同
意
と
い
う
条
件
を
付
さ
ね
ば
な
ら
な
い（

34
）

」。
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効
（laches

）
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
点
は
、
当
初
の
法

形
式
が
永
遠
に
問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
関
係
的
機
能

（relational functions

）
が
権
利
を
も
た
ら
す
、
と
い
う
点
で
あ
る（

41
）。

　

ま
た
財
産
権
の
性
質
を
分
析
す
る
と
、
た
と
え
物
権
を
例
に
あ
げ
た
と

し
て
も
、
そ
も
そ
も
そ
れ
は
現
在
す
る
物
自
体
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は

な
く
、
財
産
権
は
物
に
か
か
わ
る
諸
個
人
の
関
係
性
を
創
造
し
、
規
律
す

る
人
造
の
概
念
で
あ
る
（
ま
た
こ
の
支
配
関
係
は
今
や
、
物
権
の
対
象
は

不
可
触
の
商
標
や
特
許
に
関
し
て
も
及
ぶ
）。
そ
し
て
か
か
る
財
産
権
の

保
護
は
、
保
護
を
実
現
し
う
る
法
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
統
治
と
連
携
し
て
、

初
め
て
意
味
を
持
つ
。
こ
う
し
て
財
産
権
は
、
人
々
の
間
の
権
原
と
義
務

を
め
ぐ
る
、
国
家
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
関
係
性
と
認
識
さ
れ
る
。

　

ホ
ー
フ
ェ
ル
ド
は
、
財
産
権
を
「
権
利
の
束
」
と
見
た
。
ま
た
ウ
ォ
ル

ド
ロ
ン
は
「
財
産
権
関
係
と
は
、（
希
少
な
）
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
支
配
す
る
ル
ー
ル
体
系
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い

う
テ
ー
ゼ
を
示
し
た
。
以
上
を
参
照
す
る
と
、
市
民
権
と
は
国
家
に
よ
り

形
成
さ
れ
る
新
た
な
財
産
権
、
す
な
わ
ち
「
移
民
法
が
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
と
い
う
希
少
な
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
支
配
す
る

ル
ー
ル
体
系
を
形
成
す
る
」
と
導
か
れ
る
。
か
く
し
て
シ
ャ
ッ
ハ
ー
理
論

に
お
い
て
、
国
民
間
の
不
可
触
な
関
係
の
基
礎
を
な
す
市
民
権
と
い
う
公

的
権
原
と
、
私
有
財
産
の
類
比
の
基
盤
の
整
備
が
試
み
ら
れ
る
。
そ
の
上

で
、
根
深
さ
に
よ
っ
て
非
正
規
滞
在
者
も
社
会
的
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
事

実
上
形
成
し
、
関
係
性
を
変
動
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
性
に
よ
っ
て
変

動
が
生
じ
る
私
有
財
産
同
様
に
、
市
民
権
を
め
ぐ
る
権
原
に
も
時
間
と
関

第
２
節　

取
得
時
効
と
責
任
減
少
の
主
張

　

財
産
権
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
市
民
権
を
論
じ
、
こ
れ
を
参
照
し
て
移

民
法
領
域
に
お
け
る
正
規
化
を
論
じ
る
見
解
が
存
在
す
る
。
ア
イ
エ
レ
ッ

ト
・
シ
ャ
ッ
ハ
ー
（A

yelet Schachar

）
は
、
非
正
規
滞
在
者
が
合
衆
国

に
在
留
し
正
規
化
を
受
け
る
、
つ
ま
り
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
手
に
入
れ
る

機
会
を
得
る
た
め
の
法
的
権
原
の
基
礎
に
、
移
民
と
ホ
ス
ト
国
の
関
係
の

「
根
深
さ
（rootedness
）」
を
用
い
る
。
そ
う
し
て
、
財
産
権
と
の
ア
ナ

ロ
ジ
ー
で
、
政
治
的
共
同
体
と
の
真
性
の
つ
な
が
り
の
あ
る
者
が
、
市
民

権
（citizenship

）
と
い
う
財
産
権
チ
ッ
ク
（property-like

）
な
政
府
に

よ
り
作
出
さ
れ
た
新
し
い
財
産
（new

 property

）（
39
）を

入
手
す
る
機
会
を

得
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
試
み
た
。

　

ま
ず
彼
女
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
（W

illiam
 

B
lackston

）
に
依
拠
し
、
政
治
的
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
公
的
権
原

（public entitlem
ent

）
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、「
初
め
か
ら
許
可
な

く
財
産
権
の
上
に
存
在
す
る
個
人
も
、特
定
の
法
的
条
件
の
下
で
そ
の
後
、

法
的
権
原
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
こ
と
は
、
政
府
が
発
布
す

る
新
し
い
財
産
権
チ
ッ
ク
な
財
に
関
す
る
権
原
に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と

も
同
程
度
の
効
力
を
も
っ
て
妥
当
す
る
」
と
述
べ
、
財
産
権
と
市
民
権
の

類
比
を
試
み
る（

40
）。

　

シ
ャ
ッ
ハ
ー
が
注
目
す
る
の
は
、
財
産
権
と
市
民
権
の
機
能
上
の
近
似

性
で
あ
る
。
財
産
権
に
は
、
時
間
と
根
深
さ
に
よ
り
変
化
す
る
関
係
性
を

反
映
し
て
、
不
完
全
な
形
式
の
基
礎
の
上
に
権
原
の
取
得
を
認
め
る
エ
ク

イ
テ
ィ
上
の
諸
法
理
が
存
在
す
る
。
権
利
不
行
使
の
怠
慢
に
よ
る
消
滅
時
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主
張
を
よ
く
説
明
で
き
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
時
間
の
経
過
を
重
要
な
要

素
と
し
て
議
論
す
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
論
者
の
思
考
に
は
、
財
産
権
や
所
有

権
と
い
っ
た
取
得
の
関
係
性
だ
け
で
な
く
、
責
任
と
非
難
と
人
格
の
同
一

性
に
関
す
る
減
少
・
消
滅
の
考
え
も
包
含
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し

て
こ
の
点
の
検
討
が
、
長
期
の
不
正
滞
在
を
「
不
正
な
行
為
の
継
続
」
と

す
る
評
価
に
対
し
、「
責
任
の
減
少
」
と
反
論
す
る
基
盤
を
与
え
る
（
だ

が
本
稿
で
は
こ
の
問
題
を
扱
う
余
裕
が
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
時
効
と
の

関
連
か
ら
以
上
の
示
唆
に
と
ど
め
て
お
く
。
ま
た
シ
ャ
ッ
ハ
ー
に
よ
る
財

産
権
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
は
本
章
第
４
節
で
ス
テ
ィ
ル
ツ
と
ま
と

め
て
扱
う
）。

第
３
節　
「
占
有
権
」
発
生
の
主
張

　

長
期
に
わ
た
る
移
民
の
滞
在
と
定
着
が
な
ん
ら
か
の
道
徳
的
根
拠
に
基

づ
く
権
利
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
主
張
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
。
移
民
に

つ
い
て
直
接
扱
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
長
期
の
滞
在
が
空
間
の
占
有
の
請

求
権
に
発
展
し
う
る
こ
と
を
財
産
権
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
論
証
す
る
研
究

と
し
て
、
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
は
、
ナ
バ
ホ
族
の
強
制
移
動
に
関
す
る
ア
ン
ナ
・

ス
テ
ィ
ル
ツ
（A

nna Stilz

）
の
研
究
を
あ
げ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
ス
テ
ィ

ル
ツ
は
、
道
徳
上
の
国
家
の
退
去
強
制
権
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
て
い

る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
地
理
的
空
間
の
「
占
有
権
」（right to occupy 

a particular geographical space. 

以
下
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
のoccupancy 

right
は
カ
ッ
コ
付
き
で
「
占
有
権
」
と
記
述
。）
や
移
民
に
対
す
る
国
家

の
退
去
強
制
権
に
関
す
る
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
一
連
の
研
究
を
紹
介
し
、
財
産

係
性
に
よ
る
変
動
が
生
じ
う
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
市
民
権
の
よ
う
な

成
員
資
格
は
物
権
と
違
い
、
同
じ
物
の
上
に
両
立
で
き
な
い
権
利
を
争
う

の
で
は
な
く
、
新
た
な
付
与
が
さ
れ
て
も
成
員
資
格
は
失
わ
れ
な
い
と
し

て
、
時
効
取
得
の
道
徳
的
許
容
を
語
る
。
か
く
し
て
非
正
規
滞
在
と
い
う

original sin
が
財
産
権
理
論
に
よ
っ
て
赦
さ
れ
、
取
得
時
効
類
似
の
理
論

に
よ
っ
て
、
許
可
な
く
国
内
に
居
住
を
始
め
た
者
も
、
特
定
の
法
的
条
件

下
で
そ
の
後
正
当
な
権
原
を
取
得
で
き
る
、
と
主
張
す
る（

42
）。

　

以
上
が
、
財
産
権
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、
時
間
の
経
過
と
関
係

性
の
変
化
を
理
由
と
す
る
市
民
権
の
取
得
を
主
張
す
る
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
研

究
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
時
間
の
経
過
に
よ
る
法
関
係
の
変
化
の
主
張
は
、
財
の
取
得

以
外
に
も
、
責
任
減
少
の
文
脈
で
も
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
そ
の
後
の
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
移
民
の
人
格
の
同
一
性
が
薄
れ
る

こ
と
で
、
違
反
行
為
を
行
っ
た
当
該
移
民
の
人
格
に
対
す
る
責
任
が
減
少

し
、も
は
や
問
い
え
な
く
な
る
と
い
う
主
張
も
あ
り
う
る（

43
）。

こ
の
場
合「
責

任
」
の
議
論
の
前
提
と
な
る
の
は
所
有
権
的
な
関
係
性
で
は
な
く
、（
移

民
領
域
は
実
定
法
の
分
類
上
民
事
・
行
政
だ
が
、）「
非
難
」
で
あ
る
（
な

お
現
実
の
議
論
に
お
い
て
は
、
行
為
の
結
果
生
じ
る
「
負
担
」
の
引
き
受

け
と
い
う
意
味
で
の
「
責
任
」
も
こ
こ
か
ら
導
出
さ
れ
る
、
ま
た
は
「
非

難
」と
し
て
の「
責
任
」と
区
別
せ
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
）。

　

こ
の
「
非
難
」
の
考
え
方
は
、
し
ば
し
ば
展
開
さ
れ
る
「
不
正
に
入
国

し
た
移
民
の
親
の
世
代
に
は
『
責
任
』
が
あ
る
が
、
連
れ
ら
れ
て
入
国
し

ま
た
は
滞
在
中
に
出
生
し
た
子
ど
も
た
ち
に
『
責
任
』
は
な
い
」
と
い
う
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財
産
権
理
論
の
講
学
上
の
考
察
は
、
制
度
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
法
や
規

約
か
ら
独
立
し
た
制
度
以
前
の
道
徳
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
二
分
で
き
る
。

制
度
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
社
会
制
度
や
法
制
度
外
に
は
、
物
質
的
財
に

関
す
る
い
か
な
る
権
利
も
な
い
と
す
る
強
い
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
制
度
外
か

ら
財
産
権
の
形
態
等
を
一
定
程
度
枠
付
け
る
規
範
の
存
在
を
是
認
す
る
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
弱
い
ア
プ
ロ
ー
チ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
ス
テ
ィ
ル
ツ
の

立
場
は
、
制
度
以
前
の
道
徳
的
規
範
の
存
在
を
認
め
な
が
ら
、
な
お
も
不

鮮
明
な
調
整
問
題
の
解
決
等
を
図
る
た
め
に
、
人
造
の
明
確
な
法
制
度
の

設
計
を
要
請
す
る
と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
制
度
が
財
産
権
の
中
身
全
て
を
決
す
る
の
で
な
く
、

道
徳
論
に
基
づ
く
主
張
が
存
在
し
、
財
産
権
制
度
が
存
在
し
な
い
状
況
に

お
い
て
も
な
お
守
ら
れ
る
べ
き
規
範
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る（

47
）。

か
く

し
て
「
占
有
権
」
ゆ
え
に
、
個
人
は
そ
れ
ま
で
居
住
し
た
地
を
た
や
す
く

退
去
さ
せ
ら
れ
た
り
、
居
住
を
奪
わ
れ
た
り
し
な
い
と
い
う
前
制
度
的
な

道
徳
上
の
権
原
が
導
か
れ
る
。

　

か
か
る
道
徳
上
の
空
間
な
い
し
土
地
占
有
権
の
請
求
権
の
根
拠
は
、
地

理
的
空
間
が
個
人
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
人
生
設
計
と
関
係
構
築
に
占
め

る
役
割
に
求
め
ら
れ
る
。
安
定
し
た
土
地
の
占
有
は
、
善
の
構
想
の
ほ
ぼ

全
て
に
関
わ
り
、
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
テ
ィ
ル
ツ
に
お
い
て
は
、「
Ｘ

が
権
利
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
Ｘ
の
利
益
が
他
者
に
対
し
て
義
務
を
負

わ
せ
る
に
足
る
理
由
を
持
つ
場
合
、
か
つ
そ
の
場
合
の
み
を
い
う
」
と
す

る
ラ
ズ
の
利
益
説
が
援
用
さ
れ
、
当
該
占
有
が
道
徳
的
権
利
で
あ
る
と
の

論
証
が
試
み
ら
れ
る（

48
）。

論
証
は
、
利
益
の
重
大
性
と
、
他
者
に
そ
の
利
益

権
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
語
る
道
徳
的
権
利
論
を
学
ぶ
。

　
「
占
有
権
」を
論
じ
る
に
あ
た
り
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
、土
地
や
空
間
の
使
用
・

支
配
を
主
張
す
る
権
利
で
あ
る
点
と
、
多
数
当
事
者
間
で
の
関
係
を
規
律

す
る
点
か
ら
、
領
域
内
に
お
け
る
成
員
を
統
制
す
る
ル
ー
ル
が
財
産
に
関

す
る
ル
ー
ル
と
類
似
す
る
点
を
指
摘
す
る（

44
）。

そ
し
て
、「
占
有
権
」
を
原

始
的
（prim

itive
）
で
財
産
権
チ
ッ
ク
（property-like

）
な
前
制
度
的
権

利
と
位
置
付
け
、
そ
の
論
証
を
行
う
。

　

空
間
の
支
配
や
使
用
に
関
す
る
財
産
権
チ
ッ
ク
な
権
原
と
し
て
、
ス

テ
ィ
ル
ツ
は
、
以
下
の
３
つ
を
挙
げ
る
。
第
１
が
、
私
人
が
家
屋
や
私
有

地
の
使
用
収
益
処
分
の
権
利
を
束
ね
た
私
的
所
有
権
（private 

ow
nership

）
で
あ
る
。
第
２
が
、
国
家
が
特
定
領
域
に
通
用
す
る
法
を

制
定
し
執
行
す
る
領
域
管
轄
権
（territorial jurisdiction

）
で
あ
る（

45
）。

そ

し
て
第
３
が
、
特
定
地
域
に
お
け
る
社
会
・
文
化
・
経
済
的
慣
行
に
参
加

す
る
た
め
に
定
住
し
、
退
去
を
強
制
さ
れ
ず
、
か
つ
帰
還
す
る
こ
と
を
保

障
す
る
「
占
有
権
」
で
あ
る
。

　

こ
の
「
占
有
権
」
は
、
労
働
、
礼
拝
、
購
買
な
ど
市
民
社
会
に
お
け
る

当
人
に
と
っ
て
重
要
な
場
所
へ
と
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
認
め
る
権
利
と

位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
権
原
は
、
私
的
所
有
権
よ
り
も
、
対
象
と
な
る

空
間
へ
の
支
配
力
が
弱
い
反
面
、
所
有
権
よ
り
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
範
囲

が
広
い
。
こ
の
「
占
有
権
」
は
、地
表
に
関
す
る
財
産
権
（property

）
の
、

１
つ
の
弱
い
形
態
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
制
度
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る

権
利
で
は
な
く
、
前
制
度
的
な
道
徳
的
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
た
め
、

道
徳
的
規
範
と
し
て
国
家
が
設
計
し
た
財
産
権
理
論
を
拘
束
す
る（

46
）。
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る
地
理
的
空
間
か
ら
退
去
さ
せ
ら
れ
な
い
権
利
と
し
て
「
占
有
権
」
を
論

じ
て
、
ま
た
そ
の
制
限
を
ロ
ッ
ク
的
但
書
か
ら
導
こ
う
と
す
る
ス
テ
ィ
ル

ツ
の
主
張
を
見
た
。
そ
の
後
の
論
考
で
は
、
本
来
共
有
物
で
あ
っ
た
土
地

を
占
有
す
る
権
利
の
発
生
の
根
拠
や
、
財
産
権
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
意
図

な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
の
関
連
上
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
も
要
点
を
概
括
す
る
。

　

ス
テ
ィ
ル
ツ
は
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
を
引
き
な
が
ら
、
国
際
政
治
上
の
制
度

や
共
同
所
有
者
の
同
意
が
不
在
で
あ
ろ
う
と
も
、
地
理
的
空
間
に
関
す
る

制
限
的
な
独
占
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
原
始
的
な
権
利

（prim
itive right

）
は
、
物
質
的
財
や
土
地
な
ど
に
関
す
る
当
該
権
利
は

自
己
保
存
（self-preservation

）
の
尊
重
と
他
者
の
自
律
の
尊
重
と
い
う

道
徳
上
の
義
務
か
ら
発
生
す
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
「
占
有
権
」
も
こ
の

原
始
的
権
利
の
一
種
だ
と
い
う（

52
）。

　

す
な
わ
ち
、
財
産
権
制
度
の
創
設
以
前
で
あ
っ
て
も
、
自
己
保
存
と
生

の
構
想
を
元
に
、
人
は
物
質
に
関
し
て
道
徳
上
の
諸
種
の
権
利
を
有
し
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
、
共
有
物
で
あ
っ
た
物
の
使
用
と
消
費
が
認
め
ら
れ
る
。

地
上
で
共
有
さ
れ
て
い
た
物
を
、
妨
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
使
用
す
る
権
利

を
こ
こ
で
原
始
的
権
利
と
お
く
。
そ
し
て
こ
の
道
徳
的
権
利
が
及
ぶ
範
囲

の
中
核
に
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
を
参
照
し
、「
自
己
保
存
に
必
要
な
手
段
」

を
置
く（

53
）。

ま
た
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
を
参
照
す
る
と
、
原
始
的
権
利
の
主
張
は

他
者
の
自
律
と
共
存
す
る
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
、
と
い
う
制
約
が
内
在
す

る
と
い
え
る
。
他
者
が
同
様
に
使
用
で
き
る
地
位
に
あ
る
こ
と
を
認
め
る

こ
の
制
約
が
、
ロ
ッ
ク
的
但
書
の
い
う
公
正
な
利
用
と
通
底
す
る
と
考
え

の
尊
重
義
務
を
負
わ
せ
る
十
分
性
の
２
段
階
か
ら
な
る
。

　

論
証
を
簡
略
化
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
複
合
的
な
生
の
目
的
と

個
人
の
関
係
性
の
ほ
と
ん
ど
は
、
居
住
す
る
場
所
の
継
続
的
使
用
と
ア
ク

セ
ス
を
必
要
と
す
る
。
我
々
が
構
想
す
る
生
の
目
標
や
関
係
性
等
は
、
特

定
の
場
所
に
位
置
付
け
ら
れ
た
（situated

）
も
の
で
あ
る
（
位
置
付
け

ら
れ
た
生
の
計
画
、located life plan

）。
こ
の
位
置
付
け
ら
れ
た
生
の
計

画
実
現
の
利
益
は
、
当
該
計
画
が
自
律
的
に
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
に
依
存
し
な
い
が
、
特
定
領
域
の
占
有
は
個
人
の
自
律
的
生
に

と
っ
て
重
大
な
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
ロ
ッ
ク
的
な
公
正
な
使
用
の
但
書

（fair-use proviso

）
と
い
う
制
約
は
か
か
る
も
の
の
、
位
置
付
け
ら
れ
た

生
の
計
画
に
は
道
徳
的
重
み
が
認
め
ら
れ
る（

49
）。

　

こ
の
占
有
の
利
益
は
、
他
者
に
そ
の
尊
重
の
義
務
を
負
わ
せ
る
に
十
分

な
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
土
地
を
追
わ
れ
る
こ
と
で
生
じ
る
生
の
計
画

に
対
す
る
損
害
が
激
甚
で
あ
る
の
に
対
し
、
多
く
の
場
合
、
退
去
さ
せ
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
利
益
は
そ
れ
に
釣
り
合
う
も
の
で
な
く
、
か
つ
他
者
の

空
間
占
有
を
認
め
る
義
務
の
遵
守
か
ら
生
じ
る
負
担
も
さ
し
た
る
重
み
を

持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
無
論
、
占
有
に
も
ロ
ッ
ク
的
但
書
か
ら
く
る
公

正
な
利
用
の
制
約
が
か
か
る
が
、「
占
有
権
」
尊
重
の
義
務
は
、
他
者
の

退
去
強
制
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
経
済
効
果
な
ど
の
潜
在
的
な
主
張
を
排
除

す
る
に
足
る（

50
）。

そ
う
し
て
、
そ
れ
ま
で
そ
の
土
地
に
住
ん
で
い
た
者
に
対

す
る
強
制
移
住
や
排
除
は
、「
占
有
権
」
を
覆
す
ほ
ど
の
重
大
な
理
由
が

存
在
し
な
い
限
り
、
一
応
の
誤
り
（pro tanto w

rong

）
と
さ
れ
る（

51
）。

　

以
上
、
財
産
権
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
、
個
人
が
重
大
な
利
益
を
有
す
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こ
の
よ
う
な
広
い
視
野
か
ら
原
始
的
な
「
占
有
権
」
を
財
産
権
の
弱
い
形

式
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、財
産
権
と
い
う
語
を
、も
っ

と
特
定
の
権
原
に
関
し
て
記
述
す
る
用
途
に
限
定
す
る
べ
き
だ
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
別
に
放
棄
し
て
も
構
わ
な
い
、
と
い
う（

57
）。

　

財
産
権
と
の
類
比
の
意
図
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
、「
占
有
権
」
の
解

説
に
戻
る
。
位
置
付
け
ら
れ
た
生
の
計
画
を
有
す
る
諸
個
人
が
持
つ
「
占

有
権
」
は
、
そ
れ
が
束
に
な
る
こ
と
で
、
国
家
が
当
該
空
間
を
法
的
に
管

轄
す
る
権
限
を
有
し
責
任
を
負
う
根
拠
で
あ
る
根
本
的
な
権
原

（foundational title

）と
な
る
。
国
家
は
、こ
れ
ら
既
存
の
住
人
で
あ
る「
占

有
権
者
」
の
た
め
に
、
排
除
・
退
去
強
制
の
権
限
を
責
任
を
も
っ
て
行
使

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
位
置
付
け
ら
れ
た
生
の
計
画
」
と
「
占
有
権
」、
そ
れ
か
ら
個
人
の
自

律
と
集
団
的
自
己
決
定（collective self-definition

）を
重
視
す
る
ス
テ
ィ

ル
ツ
の
立
場
か
ら
は
、
新
た
な
機
会
を
求
め
て
移
住
し
て
く
る
移
民
は
ど

の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か
。
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
ス
タ
ン
ス
は
本
人
曰
く
、
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
国
境
解
放
論
を
否
定
す
る
一
方
で
、
他
方
で
は
、（
彼

女
が
認
識
す
る
）
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
ほ
ど
退
去
強
制
・
入
国

拒
否
権
行
使
に
強
い
裁
量
を
認
め
な
い
。
つ
ま
り
、
退
去
に
関
し
す
る
国

家
の
権
限
は
、discretionary exclusion right

で
は
な
く
、
入
国
と
滞
在

の
許
可
を
原
則
と
し
つ
つ
例
外
と
し
て
退
去
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う

conditional right

だ
と
い
う
。
以
下
、
難
民
の
よ
う
に
差
し
迫
っ
た
生
存

の
危
機
か
ら
逃
れ
る
移
住
者
で
な
く
、
よ
り
良
い
生
活
の
機
会
を
求
め
て

移
住
し
て
き
た
機
会
移
民
（opportunity m

igrants

）
に
関
す
る
見
解
を

る
わ
け
で
あ
る（

54
）。

こ
う
し
て
導
か
れ
た
原
始
的
権
利
は
、
個
人
が
そ
の
生

の
構
想
の
た
め
に
空
間
・
物
体
を
使
用
す
る
こ
と
を
尊
重
す
る
一
応
の
理

由
（pro tanto reason

）
と
い
う
重
み
が
与
え
ら
れ
る
。

　

原
始
的
な「
占
有
権
」と
、制
度
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
財
産
権（property 

right

）
は
区
別
さ
れ
る
。「
占
有
権
」
は
永
続
的
な
も
の
で
は
な
く
使
用

に
関
す
る
権
利
で
あ
る
、
時
間
を
超
え
た
承
継
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
の

点
で
、
制
度
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
財
産
権
（property right

）
と
は
異
な

る
と
さ
れ
る
。
自
由
主
義
的
な
私
有
財
産
権
は
制
度
で
あ
り
、
そ
の
内
容

はnatural prim
itive right

か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
ス
タ
ン

ス
が
、
こ
こ
に
も
登
場
す
る（

55
）。

　

原
始
的
権
利
は
、
使
用
す
る
空
間
や
財
か
ら
の
他
者
の
排
除
も
制
限
付

き
で
正
当
化
す
る
。
他
者
の
排
除
が
許
容
さ
れ
る
要
件
と
し
て
、
次
の
３

つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
１
に
、
そ
の
空
間
等
が
個
人
の
一
般
的
活
動
に
不

可
欠
な
も
の
と
し
て
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
２
に
、
他
者
の
競
合
的
な

使
用
に
よ
っ
て
当
該
活
動
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
、
第
３
に
、
公
正
な
利
用

の
但
書
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

56
）。

こ
れ
ら
の
場
合
に
、
排
除
が

可
能
と
な
る
。

　

国
家
の
領
域
管
轄
権
に
よ
り
創
設
さ
れ
る
制
度
上
の
財
産
権
と
比
べ
る

と
、
他
者
の
排
除
に
以
上
の
よ
う
な
限
定
が
付
さ
れ
る
原
始
的
な
「
占
有

権
」
で
あ
る
が
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
が
述
懐
す
る
と
こ
ろ
、
財
産
権
と
い
う
ラ

ベ
ル
は
、彼
女
に
と
っ
て
道
徳
上
さ
し
た
る
重
要
性
を
持
た
な
い
と
い
う
。

財
産
権
と
い
う
ラ
ベ
ル
で
語
る
彼
女
の
意
図
は
、
多
く
の
学
者
が
財
産
権

を
「
物
や
資
源
に
関
す
る
権
利
の
束
」
を
記
述
す
る
た
め
に
用
い
て
お
り
、
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い
て
管
轄
権
を
有
し
、
当
該
管
轄
内
に
お
け
る
人
権
の
保
護
と
実
現
に
特

別
の
責
務
を
負
う
。
人
権
尊
重
の
責
務
は
普
遍
的
で
あ
る
が
、
そ
の
保
護

と
実
現
の
責
務
は
特
定
の
地
域
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
母
国
で

人
権
を
保
護
さ
れ
て
い
る
者
が
移
住
を
希
望
す
る
と
き
、
そ
の
者
は
移
住

先
の
住
民
に
対
し
て
、
自
身
の
権
利
保
障
に
寄
与
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と

に
な
る
。
つ
ま
り
、
移
住
者
に
よ
る
こ
の
主
張
は
、
ホ
ス
ト
国
の
住
民
の

自
由
に
制
約
を
課
す
も
の
で
あ
り
、
し
か
し
て
人
民
は
望
ま
ぬ
責
務
の
増

大
を
回
避
す
る
た
め
の
一
応
の
権
利
（
退
去
強
制
権
）
が
あ
る
。

　

以
上
の
主
張
に
対
し
て
、
移
民
の
流
入
と
住
民
の
自
由
制
限
の
連
関
性

に
は
疑
義
が
あ
る
た
め
、
既
存
の
法
制
度
に
対
す
る
コ
ス
ト
の
増
大
と
捉

え
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
が
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
主
張
で
あ
る（

60
）。

か
く
し
て
国

家
が
移
住
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、移
民
の
増
大
が
高
く
つ
き
、

既
存
の
法
制
が
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
き
に
限
定
す
る
べ
き
だ
と

批
判
す
る（

61
）。

　

以
上
の
移
民
を
制
限
す
る
コ
ス
ト
的
理
由
は
、
妥
当
な
理
由
（ideal 

reason

）
と
望
ま
し
く
な
い
が
暫
定
的
に
許
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由

（nonideal reason

）
に
２
分
さ
れ
る
。
前
者
の
例
は
、
国
防
、
制
度
の
転

覆
の
予
防
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
福
祉
国
家
の
維
持
、
住
民
の
生
活

様
式
の
保
護
、
国
内
の
貧
困
者
に
対
す
る
特
別
義
務
で
あ
る
。
ま
た
暫
定

的
理
由
た
る
後
者
と
し
て
、
移
民
の
大
量
流
入
に
よ
る
移
民
排
斥
運
動
激

化
下
で
の
大
衆
の
反
発
を
抑
制
し
、
国
家
や
公
衆
が
非
リ
ベ
ラ
ル
化
す
る

の
を
回
避
す
る
場
合
、
社
会
の
一
体
性
（cohesion

）
を
保
つ
場
合（

62
）が

想

定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
「
妥
当
な
理
由
」
と
「
許
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
理

概
観
す
る
。

　

個
人
の
自
律
と
、
諸
個
人
の
自
律
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
の
構
成
員

自
身
に
よ
る
集
団
的
自
己
決
定
を
重
視
す
る
の
な
ら
、
基
本
善
が
当
該
地

域
内
に
存
在
す
る
限
り
、
植
民
地
総
督
府
に
よ
る
支
配
が
ご
と
き
外
部
か

ら
の
一
方
的
支
配
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
直
ち
に
、
ウ
ォ

ル
ツ
ァ
ー
や
ミ
ラ
ー
、
ウ
ェ
ル
マ
ン
の
よ
う
に
、
国
家
に
よ
る
移
民
排
除

の
権
限
の
裁
量
的
行
使
を
導
か
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
多
文
化
社
会
に
お

い
て
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
主
張
す
る
よ
う
な
、
国
家
に
よ

る
文
化
維
持
の
観
点
か
ら
の
国
境
管
理
・
退
去
強
制
を
認
め
な
い
。
ま
た
、

個
人
の
自
律
や
結
合
の
自
由
と
、
集
団
的
自
己
決
定
を
同
義
に
扱
う
わ
け

で
も
な
い
。
国
家
に
よ
る
排
除
の
権
限
行
使
は
、
そ
れ
が
成
員
の
志
向
す

る
価
値
や
優
先
事
項
を
反
映
し
た
制
度
の
下
に
あ
る
利
益
を
保
護
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
、
と
い
う
条
件
付
き
で
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る（

58
）。

　

ま
た
、
裁
量
的
な
退
去
強
制
権
行
使
を
主
張
す
る
論
者
が
主
張
す
る
、

「
望
ま
ぬ
責
務
（unw

anted obligation

）」
の
論
拠
に
基
づ
く
退
去
強
制

正
当
化
に
も
制
約
が
か
か
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
レ
イ
ク

（M
ichael B

lake

）
は
、
望
ま
ぬ
責
務
の
回
避
権
（right to avoid 

unw
anted obligation

）
か
ら
広
範
な
退
去
強
制
権
を
導
く
試
み
を
展
開

し
た（

59
）。

だ
が
そ
れ
に
対
し
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
、
そ
の
基
礎
を
組
み
替
え
て
回

避
権
を
正
当
化
し
た
上
で
、
そ
の
主
張
に
制
限
を
か
け
る
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
る
。

　

ブ
レ
イ
ク
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
、
国
家
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
領
域
に
つ
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も
の
は
、
個
人
の
権
利
や
地
位
に
比
重
を
置
い
て
、
市
民
権
や
「
占
有
権
」

を
財
産
権
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
語
る
学
説
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
以
上
の
財
産
権
と
の
類
比
に
よ
っ
て
、
移
民
の
時
間
と
関
係

性
構
築
に
重
み
を
与
え
よ
う
と
す
る
議
論
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
参
考

に
な
る
の
が
、
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
に
よ
る
国
家
の
退
去
強
制
権
の
正
当
化
根

拠
を
め
ぐ
る
整
理
で
あ
る
。

　

ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
は
、（
前
近
代
の
君
主
制
下
の
家
産
国
家
の
存
在
を
留

保
し
つ
つ
）主
権
は
土
地
の
所
有
権
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
と
論
じ
る
。

現
代
国
家
の
主
権
原
理
は
財
産
権
（
と
り
わ
け
土
地
所
有
権
）
に
由
来
す

る
の
で
は
な
く
、
ま
た
財
産
権
制
度
は
国
家
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
と
の

見
方
を
示
す
。
そ
の
上
で
、
誰
を
排
除
す
る
か
、
つ
ま
り
国
家
が
国
境
を

管
理
し
移
民
を
退
去
さ
せ
る
権
限
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
し
て
、
主
権
の

所
有
権
構
想（

66
）

と
主
権
の
責
任
構
想（

67
）

の
二
者
が
あ
る
が
、
所
有
権
構
想
に

よ
っ
て
は
退
去
強
制
権
を
正
当
化
で
き
ず
、ま
だ
望
み
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

ど
の
主
権
国
家
な
い
し
共
同
体
が
誰
に
責
任
を
負
う
か
を
問
う
後
者
に
あ

る
こ
と
を
示
唆
す
る（

68
）。

　

以
上
の
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
退
去
強
制
権
の
根
拠
に
関
す
る
整
理
に
照
ら

し
た
と
き
、
同
権
限
の
制
約
原
理
と
し
て
、
財
産
権
制
約
の
根
拠
を
当
て

は
め
る
こ
と
に
次
の
警
句
が
得
ら
れ
る
。
ま
ず
、
想
定
す
る
制
約
対
象
た

る
国
家
の
権
限
が
、
責
任
構
想
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
置
く
べ
き
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
責
任
構
想
の
退
去
強
制
権
だ
と
し
て

も
、
な
ぜ
財
産
権
に
関
連
す
る
規
範
が
主
権
の
行
使
を
制
約
す
る
か
、
十

分
論
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
前
２
節
で
み
て
き
た
「
占
有
権
」
や
取
得

由
は
、
退
去
を
正
当
化
す
る
一
応
の
理
由
と
し
て
扱
わ
れ
る
（
無
論
、
こ

れ
ら
理
由
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
重
み
が
与
え
ら
れ
る
）（

63
）。

そ
し
て
国
家

が
当
該
領
域
に
お
け
る
正
統
な
統
治
に
特
別
の
責
務
と
、
無
害
な
移
民
の

移
住
を
許
容
す
る
義
務
を
同
時
に
負
う
こ
と
を
前
提
に
、
流
入
に
よ
り
増

加
す
る
コ
ス
ト
と
、
移
民
を
希
望
す
る
者
が
有
す
る
利
益
の
比
較
考
量
を

行
い
ケ
ー
ス
ご
と
に
処
遇
が
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（

64
）。

　

以
上
の
移
民
の
規
制
の
正
当
化
の
議
論
の
な
か
で
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
、
長

期
滞
在
の
非
正
規
滞
在
者
の
処
遇
に
つ
い
て
は
語
ら
な
い
。
だ
が
ボ
ズ
ニ

ア
ッ
ク
は
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
「
占
有
権
」
の
説
明
か
ら
、
非
正
規
滞
在
者
が

主
張
し
う
る
道
徳
上
の
権
利
の
取
得
の
可
能
性
を
指
摘
す
る（

65
）。

そ
こ
で
こ

の
点
も
含
め
て
、
次
節
で
議
論
を
整
理
す
る
。

第
４
節　

小
括

　

前
２
節
で
は
、
財
産
権
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
市
民
権
の
取
得
や
、
道
徳

的
権
利
と
し
て
の
占
有
権
の
保
持
と
い
っ
た
権
利
の
保
有
を
主
張
す
る
研

究
を
紹
介
し
た
。
前
者
は
、
市
民
権
を
財
産
権
同
様
に
国
家
が
設
定
し
実

効
化
さ
せ
る
関
係
性
の
束
と
解
釈
し
て
、
財
産
権
に
関
す
る
法
理
が
、
市

民
権
に
関
し
て
も
同
等
の
規
律
を
及
ぼ
す
と
す
る
見
方
で
あ
る
。後
者
は
、

「
位
置
付
け
ら
れ
た
生
の
計
画
」
と
い
う
自
律
を
基
礎
と
す
る
考
え
か
ら

道
徳
上
の
「
占
有
権
」
と
い
う
権
利
を
導
き
、
ま
た
国
家
の
「
当
該
領
域

に
お
け
る
正
統
な
統
治
へ
の
特
別
の
責
務
」
と
「
無
害
な
移
民
の
移
住
を

許
容
す
る
義
務
」
と
い
う
時
に
両
立
し
得
な
い
義
務
間
の
調
整
を
コ
ス
ト

の
観
点
か
ら
行
う
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
総
括
し
た
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の
支
配
」
の
要
請
か
ら
、
公
正
・
平
等
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

統
治
に
正
統
性
を
有
す
る
国
家
の
法
に
は
、
そ
の
遵
守
を
要
請
す
る
一
応

の
理
由
が
あ
る
。
ま
た
法
的
状
態
実
現
と
個
人
の
基
本
的
な
生
存
の
確
保

の
た
め
に
、
各
国
家
が
負
う
べ
き
責
任
の
引
受
対
象
範
囲
と
統
治
に
責
任

を
負
う
デ
モ
ス
の
範
囲
を
確
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
）。
移
民
法
や
入

管
法
に
違
反
す
る
移
民
を
退
去
さ
せ
る
一
応
の
理
由
が
、
一
方
で
国
家
に

は
存
在
す
る
と
す
る
。

　

他
方
そ
の
後
の
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
関
係
性
を
構
築
し
た
非
正
規

滞
在
者
を
退
去
さ
せ
る
に
憚
ら
れ
る
事
情
が
生
起
し
、
そ
の
生
存
と
自
由

を
確
保
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
を
引
き
受
け
る
べ
き
理
由
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
。
当
該
移
民
の
社
会
関
係
や
生
活
実
態
が
国
民
と
同
視
で
き
る
者

に
関
し
て
は
、
国
籍
・
市
民
権
な
ど
の
標
識
を
有
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、

こ
れ
を
ホ
ス
ト
国
が
引
き
受
け
る
責
任
の
対
象
と
し
て
扱
う
べ
き
と
の
要

請
が
働
く
場
合
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
、
市
民
権
と
い
う
標
識
を
欠
く

非
正
規
滞
在
者
の
主
張
を
根
拠
づ
け
加
担
す
る
要
素
と
し
て
、「
占
有
権
」

や
市
民
権
の
取
得
時
効
等
の
道
徳
的
権
利
の
主
張
お
よ
び
援
用
が
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
要
素
に
よ
っ
て
重
み
づ
け
の
論
証
が
成
功
し
た
結
果
、

在
特
や
個
別
的
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
が
終
局
的
な
結
論
と
し
て
導
出
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
の
競
合
は
、
非
正
規
滞
在
者
個
人
の
事
情
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
の
計
算
式
を
参
考
に
す
る
と
、
積
極
・
消
極
要
素
と

し
て
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
ま
ず
、
積
極
要
素
は
「
関
係
構
築
（
形

式
的
に
は
現
在
性
と
時
間
。
実
質
を
加
味
し
、
関
係
の
根
深
さ
を
判
断
す

時
効
も
、
責
任
構
想
の
上
に
展
開
し
て
、
重
み
づ
け
の
要
素
と
し
て
整
理

し
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
お
論
じ
る
べ
き

問
題
が
残
る
。

　

ま
ず
、
そ
も
そ
も
財
産
権
は
自
然
権
あ
る
い
は
道
徳
上
の
基
礎
を
持
つ

権
利
な
の
か
、
財
産
権
理
論
は
道
徳
上
固
有
の
内
容
を
持
つ
の
か
、
も
し

か
し
た
ら
そ
れ
は
国
家
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
る
制
度
に
過
ぎ
な
い
の
で
は

な
い
の
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

69
）。

そ
の
上
で
、
財
産
権
に
内
在

す
る
と
い
う
道
徳
的
規
律
が
、
本
当
に
国
家
の
退
去
強
制
権
を
制
約
す
る

ほ
ど
確
固
た
る
内
容
を
持
つ
の
か
（
ま
た
財
産
権
行
使
の
態
様
に
関
す
る

規
律
は
財
産
権
固
有
の
ル
ー
ル
と
し
て
語
る
べ
き
も
の
か
）、
ま
た
そ
の

効
力
を
及
ぼ
し
う
る
の
か
を
論
証
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
財
産
権
と
市
民
権

の
間
に
歴
史
的
・
機
能
的
親
近
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
な
お
、
両
概

念
の
内
容
を
分
析
し
た
と
き
、
果
た
し
て
両
者
を
同
視
で
き
る
の
か
、
前

者
に
対
す
る
規
律
を
後
者
に
対
し
て
も
同
様
に
及
ぼ
し
う
る
の
か
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

70
）（

そ
し
て
こ
の
問
題
は
、
本
稿
で
扱
う
に
は
紙
幅

も
準
備
も
不
足
し
て
い
る
）。

　

さ
い
ご
に
、
わ
が
国
入
管
法
上
の
在
特
制
度
を
理
論
的
に
理
解
す
る
こ

と
を
念
頭
に
、
本
稿
の
内
容
を
概
括
す
る
。
国
家
の
退
去
強
制
権
を
前
提

に
、
一
応
の
義
務
論
、
そ
れ
か
ら
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
の
覆
斥
に
関
す
る
理
論

を
総
合
す
る
と
、
在
特
制
度
（
個
別
的
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
）
は
次
の
よ
う
な

構
造
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
国
家
は
管
轄
す
る
領
域
に
お
け
る
法
的
状
態
を
実
現
す
る
責
任
を

有
し
、法
に
違
反
す
る
行
為
を
取
り
締
ま
る
義
務
を
負
う
（
法
適
用
は
「
法
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む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
本
稿
は
、
わ
が
国
入
管
法
上
の
在
留
特
別
許
可
の
理
論
的
基
礎
を

確
か
め
検
討
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
と
移

民
法
、
法
哲
学
、
憲
法
学
の
議
論
を
参
照
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
の
議
論

を
援
用
す
る
と
、
在
特
の
審
査
に
お
け
る
比
例
原
則
内
で
の
諸
要
素
の
比

較
衡
量
な
い
し
判
断
過
程
審
査
は
、
そ
れ
自
体
は
正
当
だ
が
両
立
し
え
な

い
「
一
応
の
理
由
」
の
葛
藤
を
熟
慮
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
も
の

と
解
釈
で
き
る
旨
を
示
唆
し
た
。

　

ま
た
、
審
判
を
非
正
規
滞
在
者
側
に
有
利
に
傾
か
せ
る
た
め
に
主
張
さ

れ
る
諸
要
素
に
つ
い
て
も
、
主
に
財
産
権
や
利
益
と
い
う
性
格
に
注
目
し

て
学
説
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
諸
要
素
に
対
す
る
検
討
は
財
産
権
に
関
す

る
研
究
を
必
要
と
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
踏
み
込
ん
だ
検
討
を
行
っ
て
い

な
い
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
法
の
議
論
に
お
い
て
、
退
去
強
制
と
ア
ム
ネ
ス

テ
ィ
に
関
す
る
議
論
が
財
産
権
と
の
関
連
か
ら
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
は
、
少
な
か
ら
ず
紹
介
で
き
た
と
思
う
。

　

道
徳
上
の
権
利
と
し
て
在
留
を
基
礎
づ
け
る
主
張
と
財
産
権
の
類
比
の

妥
当
性
の
検
討
は
、
以
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
本
稿
内
で
は
十

分
に
扱
え
な
か
っ
た
、
家
族
の
結
合
な
ど
の
他
の
道
徳
上
の
主
張
や
、
逆

に
非
正
規
滞
在
者
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
刑
法
犯
な
ど
の
諸
要
素
の

正
当
性
の
基
盤
の
検
討
も
、
以
降
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
少
な
か
ら

ず
筆
者
の
誤
認
等
も
内
存
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
へ
の
反
省

も
以
降
の
課
題
と
す
る
。

る
立
場
も
あ
り
う
る
。）」
と
一
般
に
お
け
る
。
他
方
の
消
極
要
素
は
、「
当

初
の
法
違
反
状
態
、
非
難
（
、
刑
法
上
の
犯
罪
行
為
や
テ
ロ
活
動
な
ど
の

道
徳
上
の
変
質
を
阻
害
す
る
要
因
）」
と
お
け
る（

71
）。

　

こ
れ
ら
の
葛
藤
の
末
、
退
去
強
制
が
そ
の
事
例
に
お
け
る
結
論
た
り
得

な
か
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
法
遵
守
の
道
徳
的
義
務
は
な
お
正
当
性
を
有

す
。
そ
の
た
め
、
か
つ
て
の
非
正
規
滞
在
者
は
、
同
じ
法
を
遵
守
し
て
き

た
他
の
外
国
人
と
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
非
難
の
可
能
性
が
あ
る
か
ぎ

り
義
務
違
反
の
償
い
を
相
応
に
行
う
べ
き
こ
と
に
な
る
。
義
務
違
反
者
に

対
し
て
違
反
へ
の
償
い
を
求
め
る
と
き
、
そ
れ
は
過
去
の
不
正
の
反
省
を

求
め
る
象
徴
的
機
能
を
有
す
る
（
そ
し
て
、
違
反
時
に
成
年
者
で
あ
り
責

任
を
問
わ
れ
う
る
者
へ
の
金
銭
的
制
裁
や
、
人
一
倍
の
貢
献
や
奉
仕
の
要

求
と
い
っ
た
議
論
も
こ
こ
に
位
置
付
け
う
る
）。
以
上
の
よ
う
に
理
解
し
、

説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

公
平
な
法
適
用
の
観
点
か
ら
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
は
政
府
が
濫
発
し
て
良

い
も
の
で
も
な
い
。ア
メ
リ
カ
で
は
非
正
規
移
民
の
正
規
化
批
判
論
者
が
、

し
ば
し
ば
「
法
の
支
配
」
を
根
拠
に
批
判
す
る
。
し
か
り
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

は
、
法
の
支
配
が
求
め
る
予
見
可
能
性
・
信
頼
性
・
法
適
用
の
平
等
を
危

機
に
晒
す
リ
ス
ク
も
内
包
す
る（

72
）。

国
家
の
国
境
管
理
権
を
前
提
に
、
一
応

の
理
由
の
熟
慮
に
よ
っ
て
退
去
を
強
制
す
る
に
せ
よ
、
在
特
を
認
め
る
に

せ
よ
、
そ
の
判
断
は
「
法
の
支
配
」
に
そ
ぐ
う
形
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い（

73
）。
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れ
う
る
。
す
で
に
別
の
水
場
を
占
有
す
る
集
団
Ｑ
の
成
員
が
、
あ
る
日
集

団
Ｐ
の
占
有
す
る
水
場
に
や
っ
て
き
て
、
一
方
的
に
分
前
を
主
張
し
使
用

し
は
じ
め
た
と
す
る
。
Ｑ
の
成
員
の
行
動
は
不
正
で
あ
る
が
、
そ
の
後
Ｐ

以
外
の
水
場
が
全
て
枯
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
す
で
に
そ
の
水
場
か

ら
水
を
分
け
て
も
ら
っ
て
い
る（
掠
め
取
っ
て
い
る
）Ｑ
の
成
員
に
は
、ロ
ッ

ク
的
但
書
に
よ
り
権
原
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
入
植
者
の
子
孫
と
先
住
民
の
間
で
も
成
立
し
う
る

と
す
る
。

（
６
） 　

た
だ
し
、
先
住
民
の
（Ｂ）
概
念
に
お
い
て
は
、
当
該
先
住
民
が
欧
州
に
よ

る
植
民
地
化
以
前
に
そ
の
土
地
を
、
長
期
に
わ
た
り
占
有
し
て
き
た
こ
と

が
基
底
に
あ
る
が
、
そ
の
期
間
が
ど
れ
だ
け
長
期
で
あ
れ
ば
良
い
か
は
一

意
に
決
せ
ら
れ
な
い

（
７
） 　Supra note (4), at 62-74.

（
８
） 　Jerem

y W
aldron, Superseding H

istoric Injustice, Ethics Vol. 103, N
o. 

1 (1992), a t 20-28. 

同
論
考
中
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
は
、
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て

権
原
がfade

し
う
る
こ
と
、
歴
史
的
不
正
と
そ
の
後
の
矯
正
ま
た
は
補
償

に
お
け
る
反
事
実
的
条
件
文
の
成
立
の
困
難
さ
、
不
正
な
状
況
が
残
存
し

つ
つ
な
おsupersede

さ
れ
う
るsupersession

理
論
を
展
開
す
る
。
な
お

supersession

理
論
に
つ
い
て
は
、
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
自
身
が
、
①
不
正
を
未

来
に
向
け
正
し
く
修
正
し
よ
う
と
す
る
真
摯
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
場

合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
②
自
説
が
あ
ら
ゆ
る
改
善
活
動
に
対
し
て

優
先
す
る
解
決
策
を
供
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
と
い
う
留
保
を
付
し
て

い
る
。See also, Jerem

y W
aldron, Redressing H

istoric Injustice, The 

U
niversity of Toronto Law

 Journal, Vol. 52, N
o. 1 (2002), at 135-160. 

か
く
し
て
、
現
在
世
代
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
主
張
す
る
２
０
０
年
前
の
先
住

（
１
） 　

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
は
、
一
括
的
付
与
と
個
別
的
付
与
に
大
別
で
き
る
。
な

お
近
藤
敦
「
一
般
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
在
留
特
別
許
可
・
特
別
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
」

近
藤
敦
・
塩
原
良
和
・
鈴
木
江
理
子『
非
正
規
滞
在
者
と
在
留
特
別
許
可
』（
日

本
評
論
社
、
２
０
１
０
年
）
１
６
７
頁
は
、
両
者
の
折
衷
と
し
て
特
別
ア

ム
ネ
ス
テ
ィ
の
類
型
を
設
け
て
、
３
分
類
で
説
明
す
る
。

（
２
） 　

本
稿
が
参
照
す
る
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
の
業
績
を
扱
っ
た
先
行
研
究
と
し
て
、

横
濱
竜
也
「
解
説　

不
法
移
民
を
い
か
に
処
遇
す
べ
き
か
」
ジ
ョ
セ
フ
・

カ
レ
ン
ズ
著
（
横
濱
竜
也
訳
）『
不
法
移
民
は
い
つ
〈
不
法
〉
で
な
く
な
る

の
か
』（
白
水
社
、
２
０
１
７
年
）
が
あ
る
。

（
３
） 　

と
り
わ
け
、
イ
ン
ド
周
辺
地
域
の
よ
う
に
、
数
百
万
年
前
ま
で
遡
り
イ

ン
ダ
ス
文
明
の
発
生
以
前
の
最
初
の
土
地
占
有
民
族
と
そ
の
後
継
を
特
定

す
る
こ
と
に
は
、
地
獄
の
よ
う
な
困
難
が
伴
う
。
ま
た
、
民
族
や
部
族
内

に
お
け
る
小
規
模
な
征
服
と
統
合
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
同
原
理
に
よ
っ

て
は
正
当
化
さ
れ
え
な
い
。

（
４
） 　Jerem

y W
aldron, Indigenity? First Peoples and Last O

ccupancy, 

(2013) 1 N
ZJPIL, at75-81.

（
５
） 　

以
上
を
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
は
、
以
下
に
み
る
サ
バ
ン
ナ
と
水
場
の
例
を
用

い
て
説
明
す
る
。
例
え
ば
当
初
、
諸
民
族
は
正
当
な
権
原
を
持
っ
て
、
自

分
た
ち
の
水
場
を
占
有
・
利
用
し
て
き
た
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
諸
民
族

は
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
た
ち
の
水
場
の
権
限
を
主
張
し
、
か
つ
他
集
団
に
よ

る
使
用
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
環
境
変
化
に
よ
っ
て
１
箇
所
を

除
く
、
一
帯
の
水
場
が
全
て
干
上
が
っ
た
場
合
に
は
、
ロ
ッ
ク
的
但
書
に

よ
っ
て
、
他
者
の
使
用
に
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
権
原
を
有
す
る

者
が
他
人
か
ら
そ
の
財
を
奪
わ
れ
て
、
不
正
な
財
の
侵
奪
が
起
こ
っ
た
場

合
に
も
、
同
様
に
、
事
情
変
更
に
よ
っ
て
権
原
に
基
づ
く
主
張
が
制
限
さ
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（
12
） 　K

atrina M
iriam

 W
ym

an, Is There A M
oral Justification F

or 

R
edressing H

istorical Injustice? 61V
anderbilt L

aw
 R

eview
 127 

（2008

）, at 127-196. 

当
該
論
考
に
お
い
て
歴
史
的
不
正
へ
の
償
い
の
道
徳

的
基
礎
付
け
の
困
難
さ
と
限
界
を
指
摘
上
で
カ
ト
リ
ー
ナ
は
、
現
在
の
不

正
を
対
象
と
す
る
議
論
に
よ
っ
て
、
残
存
す
る
不
正
へ
の
対
処
を
考
え
る

べ
き
こ
と
を
示
唆
す
る
。

（
13
） 　

現
実
社
会
に
お
け
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
議
論
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の
１

つ
ま
た
は
複
数
の
組
合
せ
に
よ
り
な
さ
れ
る
枠
組
み
に
従
っ
て
展
開
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。Linda B

osniak, Am
nesty in im

m
igration: forgetting, 

forgiving, freedom
, C

ritical R
eview

 of International Social and Political 

Philosophy Vol. 16, N
o. 3 (2013), at 347.

（
14
） 　

ゆ
え
に
こ
の
モ
デ
ル
に
は
、
国
家
に
よ
る
当
該
行
為
の
不
正
（w

rong

）

と
そ
の
非
難
が
包
含
さ
れ
る
。

（
15
） 　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
批
判
に
応
じ
る
形
で
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
と
同
時
に
、

罰
金
な
ど
の
何
ら
か
の
条
件
を
課
し
、
違
反
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
そ
れ
自

体
を
明
確
に
す
る
こ
と
必
要
視
す
る
主
張
も
見
ら
れ
る
。
戦
争
犯
罪
に
は

さ
ら
に
、
国
際
法
お
よ
び
応
報
律
に
従
う
人
道
犯
罪
の
処
罰
義
務
が
国
家

に
対
し
て
課
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
道
徳
的
正
当
化
の
難

し
さ
が
増
大
す
る
。
本
文
で
見
た
内
容
は
「
許
し
と
忘
却
」
に
お
け
る
許

し
（forgive

）
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
が
、
違
反
行
為
の
忘
却
（forget

）

に
つ
い
て
は
、
特
に
移
行
期
正
義
に
お
け
る
説
明
責
任
・
真
相
究
明
の
要

請
が
加
味
さ
れ
、
正
当
化
の
議
論
と
批
判
が
い
っ
そ
う
複
雑
に
な
る
。
特

に
戦
争
犯
罪
に
対
す
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
批
判
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て

は
、R

enee Jeffery, A
M

N
E

ST
IE

S, A
C

C
O

U
N

TA
B

IL
IT

Y, A
N

D H
U

M
A

N 

R
IG

H
TS, U

niversity of Pennsylvania Press (2014)

が
詳
し
い
。

民
の
土
地
の
権
原
は
、
ロ
ッ
ク
的
財
産
権
理
論
を
善
解
し
用
い
て
も
な
お
、

一
方
で
は
不
正
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
他
方
で
は
入
植
者
の
土
地
へ
の
定

着
並
び
に
離
脱
困
難
性
な
ど
そ
の
後
の
事
情
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
覆
さ

れ
る
。

（
９
） 　

例
え
ば
、
文
化
的
・
象
徴
的
償
い
の
主
張
例
と
し
て
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア

メ
リ
カ
ン
の
文
化
財
と
先
祖
の
遺
品
等
に
対
す
る
主
張
を
、
法
的
・
経
済

的
償
い
の
例
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
に
対
す
る
奴
隷
と
差

別
を
め
ぐ
る
こ
ん
に
ち
の
主
張
を
挙
げ
る
。

（
10
） 　

被
害
者
本
人
死
亡
後
の
矯
正
の
義
務
継
続
を
認
め
る
主
張
と
し
て
、
亡

く
な
っ
た
直
接
の
被
害
者
（
の
子
孫
に
向
け
て
の
無
念
）
は
未
だ
存
在
し

て
い
る
と
考
え
て
死
者
へ
の
償
い
を
求
め
る
も
の
と
、
そ
の
子
孫
た
ち
が

ま
さ
に
、
先
祖
か
ら
の
支
援
の
減
少
や
相
続
財
産
の
現
象
に
よ
っ
て
被
害

を
被
っ
て
い
る
の
だ
と
し
て
償
い
を
求
め
る
も
の
の
２
つ
が
あ
る
。
だ
が

こ
れ
ら
主
張
を
認
め
る
と
し
て
も
、
ど
ち
ら
も
せ
い
ぜ
い
子
と
孫
の
２
世

代
程
度
し
か
射
程
に
含
ま
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
家
系

の
伝
統
と
い
う
意
味
あ
る
繋
が
り
の
喜
び
の
世
代
を
超
え
た
持
続
性
を
主

張
し
、
歴
史
的
不
正
に
対
す
る
矯
正
の
必
要
性
を
よ
り
広
く
認
め
る
研
究

と
し
て
、see, Janna Thom

pson, H
istorical Injustice and Reparation: 

Justifying C
laim

s of D
escendants, Ethics Vol.112, N

o.1 

（2001
）, at 

114-135. 

同
研
究
は
、
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
反
事
実
条
件
節
に
対
す
る
批
判
も

検
討
し
て
い
る
。

（
11
） 　

ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
が
ロ
ッ
ク
理
論
に
対
し
て
行
な
っ
た
権
原
の
正
当
性
の

確
認
の
困
難
さ
は
（ａ）
へ
の
批
判
と
し
て
、
反
事
実
条
件
節
に
よ
る
原
状
回

復
の
困
難
さ
は
（ｂ）
へ
の
批
判
と
し
て
、
ま
た
ロ
ッ
ク
的
但
書
の
修
正
は
同

時
に
（ｃ）
に
対
す
る
修
正
と
し
て
整
理
で
き
る
。
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H
arvard (2002)

を
参
照
（
な
おB

osniak

の
論
考
の
中
で
は
、
国
家
の
権

限
もpro tanto

と
さ
れ
る
）。

（
22
） 　Id. at 192-193.

（
23
） 　
「
一
応
の
義
務
（prim

a facie duty

）」
は
、
そ
れ
自
体
妥
当
な
内
容
を
持

つ
道
徳
上
の
諸
義
務
を
指
す
。
こ
れ
が
問
題
と
な
る
の
が
、
妥
当
す
る
２

つ
の
義
務
の
同
時
履
行
が
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
ジ
レ
ン
マ
の
状
況
で
あ

る
（
例
え
ば
、
友
人
と
の
会
食
の
約
束
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
道
中
で
困
っ
て
い
る
見
知
ら
ぬ
人
と
出
会
い
、
困
っ
て
い
る
人
を
助

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
こ
れ
に
あ
た
る
）。
ど
ち
ら
も
妥
当
す
る
義

務
だ
が
両
立
が
事
実
上
困
難
な
ジ
レ
ン
マ
に
お
い
て
は
、
そ
の
状
況
下
で

の
熟
慮
や
反
省
に
よ
っ
て
、遵
守
す
べ
き
義
務
が
選
択
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、

選
択
さ
れ
た
義
務
が
「
終
局
的
義
務
」
と
な
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
に
お

い
て
も
、
覆
さ
れ
た
（override

）
義
務
に
も
規
範
的
妥
当
性
は
な
お
存
在

し
て
い
る
た
め
、
こ
の
覆
さ
れ
た
義
務
の
内
容
の
遂
行
が
免
除
さ
れ
る
と

い
え
ど
も
、
そ
の
代
償
と
な
る
行
為
（
事
情
説
明
や
代
替
的
給
付
）
な
ど

を
義
務
の
名
宛
人
の
た
め
に
行
う
規
範
的
要
請
が
、
義
務
主
体
に
は
課
さ

れ
る
。
以
上
の
説
明
に
つ
い
て
は
、井
上
達
夫『
立
憲
主
義
と
い
う
企
て
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
２
０
１
９
年
）
１
７
４
頁
、
奈
良
雅
俊
「
倫
理
理
論
」

赤
林
朗
・
児
玉
聡
編
『
入
門
・
倫
理
学
』（
勁
草
書
房
、
２
０
１
８
年
）

42̶

43
頁
、
安
彦
一
恵
『「
道
徳
的
で
あ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
』（
世

界
思
想
社
、
２
０
１
３
年
）
22
頁
、
横
濱
竜
也
『
遵
法
責
務
論
』（
弘
文
堂
、

２
０
１
６
年
）
９
―
39
頁
を
参
照
。

（
24
） 　B

osniak, Supra note (21), at 198.

（
25
） 　IbId. at 199. 

な
お
時
間
に
つ
い
て
は
、
ど
れ
だ
け
の
時
間
が
た
て
ば
違

反
行
為
のsupersession

が
生
じ
る
の
か
が
問
わ
れ
う
る
。
ま
た
こ
れ
以
外

（
16
）　Supra note (14), at 348-349.

（
17
）　Id. at 349-350.

（
18
）　Id. at 351.

（
19
） 　Id. at 351-352. 

以
下
か
い
つ
ま
ん
で
、
非
正
規
移
民
が
不
正
な
行
為
と

し
て
処
遇
さ
れ
る
現
状
に
お
い
て
も
成
立
し
う
る
、「
正
当
化
」
モ
デ
ル
の

骨
子
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。
移
民
領
域
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の「
正
当
化
」

モ
デ
ル
と
し
て
、
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
は
以
下
の
４
つ
を
挙
げ
る
。
第
一
が
、

受
入
国
が
退
去
強
制
の
権
能
を
失
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
長
期
に
わ
た
り
、

国
境
管
理
を
徹
底
せ
ず
事
実
上
の
寛
容
政
策
（de facto tolerance

）
を
と
っ

て
い
た
場
合
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
い
う
。
第
二
が
、
受
入
国
が
非
正
規
移

民
の
も
た
ら
す
利
益
を
直
接
享
受
し
て
き
た
場
合
、
契
約
的
互
酬
性
あ
る

い
は
あ
る
種
の
自
然
権
に
よ
り
、
そ
の
存
在
承
認
と
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
付

与
の
責
任
を
負
う
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
は
、
メ
キ
シ
コ
と
ア
メ

リ
カ
の
関
係
の
よ
う
に
、
受
入
国
と
送
出
国
の
間
に
あ
る
、
移
民
の
発
生

過
程
に
特
殊
な
歴
史
が
関
係
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
第
四
が
、
受
入
国

が
送
出
国
に
対
し
て
政
治
的
・
経
済
的
に
困
難
な
状
況
を
作
出
し
、
送
出

国
の
人
口
流
出
に
関
与
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

（
20
） 　Id. at 353. 

こ
れ
が
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
に
よ
るsupersession

理
論
に
由
来

す
る
。

（
21
） 　

L
inda B

osniak, W
rongs, R

ights and R
egularization, M

oral 

Philosophy and Politics Vol. 3 N
o. 2 (2016), at 189. 

ま
た
こ
れ
は
、
国

境
管
理
権
の
正
当
化
根
拠
を
め
ぐ
る
議
論
と
も
つ
な
が
る
。
合
衆
国
移
民

法
判
例
に
お
け
る
絶
対
的
権
限
の
法
理
と
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、

Stephen H
. Legom

sky, IM
M

IG
R

ATIO
N A

N
D T

H
E JU

D
IC

IA
RY, O

xford 

(1987)

やT. A
lexander A

leinikoff, S
EM

B
R

A
N

C
E O

F S
O

V
ER

EIG
N

TY, 
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（
32
） 　

ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
は
「
違
反
行
為
が
も
は
や
違
反
行
為
で
な
く
な
る
」
と

の
表
現
を
用
い
る
。
法
的
に
は
違
法
性
を
問
い
得
な
く
な
る
と
し
て
も
、

「prim
a facie

」
の
考
え
を
採
用
す
る
の
な
ら
、
道
徳
上
な
お
、
違
反
は
違

反
と
し
て
残
存
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
違
反
を
指
摘

す
る
規
範
は
な
お
も
正
当
性
を
有
し
続
け
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
両
立
で

き
な
い
正
当
な
事
情
が
後
発
的
に
発
生
す
る
こ
と
で
葛
藤
が
起
こ
り
、
理

由
間
で
の
熟
慮
と
調
整
が
生
じ
る
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
理
解
で
あ
る
。

価
値
多
元
論
に
つ
い
て
は
濱
真
一
郎
「
現
代
正
義
論
と
価
値
多
元
論
の
可

能
性
：
ジ
ョ
ン
・
グ
レ
イ
の
議
論
を
素
材
と
し
て
」
同
志
社
法
学
界
50
巻

４
号
（
１
９
９
９
年
）
39
―
92
頁
、「
ア
イ
ザ
ィ
ア
・
バ
ー
リ
ン
の
価
値
多

元
論
：
現
代
正
義
論
に
お
け
る
そ
の
可
能
性
」
同
志
社
法
学
会
51
巻
４
号

（
１
９
９
９
年
）
１
―
60
頁
、
ジ
ョ
ン
・
グ
レ
イ
著
（
河
合
秀
和
訳
）『
バ
ー

リ
ン
の
政
治
哲
学
入
門
』（
岩
波
書
店
、
２
０
０
９
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

ま
た
、Bruce A

. A
ckerm

an, P
R

IVATE P
R

O
PERTY and T

H
E C

O
N

STITU
TIO

N, 

Yale U
niresity Press (1977) 

も
示
唆
に
富
む
。

（
33
） 　

瀧
川
裕
英
・
宇
佐
美
誠
・
大
屋
雄
裕
『
法
哲
学
』（
有
斐
閣
、
２
０
２
８
年
）

３
３
９
頁
。
ま
た
、
井
上
「
・
前
掲
注
（
23
）」
１
６
８
頁
も
参
照
。

（
34
） 　

瀧
川
裕
英
『
国
家
の
哲
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
２
０
１
７
年
）

１
７
７
頁
。

（
35
） 　

労
働
市
場
に
勝
手
に
入
り
込
ん
で
勝
手
に
納
税
し
て
い
る
排
除
困
難
な

状
況
下
に
お
い
て
は
、「
同
意
」
と
「
受
領
」
か
ら
区
別
さ
れ
る
「
受
諾
」

を
国
家
が
行
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
の
も
筋
が
悪
い
。
フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ

論
一
般
お
よ
び
外
国
人
の
遵
法
義
務
に
つ
い
て
は
、瀧
川
「
・
前
掲
注
（
34
）」

１
７
２
―
１
９
１
、３
１
０
―
３
１
２
頁
を
参
照
。
な
お
、
移
民
法
に
お
け

る
「
黙
示
の
同
意
」
も
同
意
論
と
公
平
論
の
オ
ー
バ
ラ
ッ
プ
す
る
部
分
と

に
も
、
加
点
要
素
と
し
て
文
化
適
応
や
奉
仕
活
動
と
い
っ
た
他
の
要
素
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
が
争
わ
れ
う
る
。
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
を
付
与
す
る
と
し

て
も
、
そ
こ
か
ら
許
容
さ
れ
る
滞
在
は
一
時
滞
在
か
そ
れ
と
も
帰
化
の
機

会
ま
で
与
え
て
い
い
の
か
も
論
点
と
な
る
。

（
26
） 　

だ
が
、
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
の
指
摘
す
る
通
り
、「
な
ら
ば
、
二
級
市
民
と
な

ら
な
い
よ
う
退
去
さ
せ
れ
ば
良
い
」
式
の
議
論
も
展
開
可
能
な
た
め
、
こ

れ
は
直
接
的
か
つ
強
力
な
根
拠
と
な
り
づ
ら
い
。Id. at 202-203. 

成
員
資

格
の
付
与
に
つ
い
て
は
、R

ainer B
aubock, D

EM
O

C
R

ATIC IN
C

LU
SIO

N, 

M
anchester (2018), O

w
en Fiss, A

 C
O

M
M

U
N

ITY O
F E

Q
U

A
LS, B

eacon 

Press (1999)

も
参
照
。

（
27
） 　B

osrúak, Supra note (22), at 203.

（
28
） 　

な
お
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
は
、
同
時
発
生
的
優
越
性
論
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
と

し
て
、
国
境
開
放
に
親
和
的
な
正
義
論
に
よ
る
国
家
の
権
限
の
批
判
お
よ

び
移
動
の
自
由
な
ど
の
権
利
の
主
張
、
な
ら
び
に
非
正
規
移
民
か
ら
利
益

を
得
て
こ
れ
を
黙
認
す
る
場
合
の
２
つ
を
挙
げ
る
。
後
者
は
、
上
述
の
「
正

当
化
」
モ
デ
ル
に
お
け
る
第
１
と
第
２
に
あ
た
る
（
脚
注
（
19
）
を
参
照
）。

前
者
に
つ
い
て
は
本
稿
の
射
程
外
と
し
て
、
後
者
に
つ
い
て
は
次
章
で
扱

う
。Id. at 206.

（
29
） 　

脚
注
（
19
）
で
補
足
し
た
「
正
当
化
」
モ
デ
ル
に
お
け
る
第
３
が
こ
れ

で
あ
る
。

（
30
） 　Id. at 209-217. 

な
お
以
上
の
矯
正
的
優
越
の
議
論
は
、
ボ
ズ
ニ
ア
ッ
ク

の
「
正
当
化
」
コ
ン
セ
プ
ト
・
モ
デ
ル
に
お
け
る
１
―
４
の
そ
れ
ぞ
れ
に

該
当
す
る
と
整
理
で
き
る
。

（
31
） 　

こ
の
点
に
関
し
て
は
ウ
ィ
ル
・
キ
ム
リ
ッ
カ
著
（
稲
田
恭
明
・
施
光
恒
訳
）

『
多
文
化
主
義
の
ゆ
く
え
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
２
０
１
８
年
）
も
参
照
。
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N
o.3 (2007), at253-287

に
も
見
ら
れ
る
。
同
研
究
で
は
、
国
際
的
な
配
分

的
正
義
を
語
る
上
で
財
と
市
民
権
の
類
比
を
、
財
産
権
と
は
国
家
に
よ
り

強
制
さ
れ
う
る
権
原
と
義
務
の
関
係
性
で
あ
る
、
財
産
権
と
市
民
権
は
機

能
上
諸
種
の
共
通
点
を
持
つ
、
土
地
の
相
続
と
市
民
権
の
相
続
の
譲
渡
制

限
は
歴
史
的
に
近
似
し
一
部
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
、
と
い
う
順
に
叙
述

す
る
。
す
な
わ
ち
財
産
権
上
の
鍵
と
な
る
概
念
（
国
家
に
よ
っ
て
執
行
さ

れ
う
る
関
係
性
に
つ
い
て
の
規
律
、
狭
義
・
広
義
の
財
産
権
概
念
）
か
ら

財
産
権
と
市
民
権
の
性
質
の
類
似
性
を
見
出
し
、
か
つ
両
者
に
伴
う
門
番

的
機
能
と
機
会
強
化
機
能
（
な
い
しright to exclude, and right not to be 

excluded

）
か
ら
機
能
上
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
中
世
・
近

世
の
英
米
法
史
に
存
在
し
た
財
産
権
と
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
継
承
の
制
限

と
そ
の
批
判
を
紹
介
す
る
。
以
上
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
法
制
史
に
よ
っ
て
、

財
産
権
の
相
続
に
関
す
る
規
律
が
市
民
権
の
次
世
代
へ
の
継
承
を
も
制
約

す
る
原
理
と
し
て
国
家
の
裁
量
権
を
制
限
し
う
る
と
い
う
論
理
を
展
開
す

る
。
そ
し
て
、
機
会
の
不
平
等
を
埋
め
る
た
め
の
財
産
相
続
上
の
制
約
を

市
民
権
に
導
入
し
た
１
つ
の
政
策
論
と
し
て
、
生
来
的
特
権
課
徴
金

（birthright privilege levy

）
の
案
を
提
示
す
る
。

（
43
） 　

責
任
減
少
に
つ
い
て
は
森
村
進
『
権
利
と
人
格
』（
創
文
社
、
１
９
８
９

年
）、
同
『
財
産
権
の
理
論
』（
弘
文
堂
、
１
９
９
５
年
）
１
０
０
―

１
０
３
頁
、
同
『
法
哲
学
は
こ
ん
な
に
面
白
い
』（
信
山
社
、
２
０
２
０
年
）

１
９
９
―
２
２
５
頁
を
参
照
。

（
44
） 　A

nna Stilz, T
E

R
R

ITO
R

IA
L S

O
V

E
R

E
IG

N
T

Y, O
xford, 2019, at 33, 

O
ccupancy R

ights and the W
rong of R

em
oval, Philosophy &

 Public 

A
ffairs, Vol. 41, N

o. 4 (2013), at 325-326, 329.

（
45
） 　

財
産
権
に
関
す
る
ル
ー
ル
な
ど
も
こ
の
国
家
の
当
該
権
限
に
よ
り
具
体

し
て
考
察
で
き
そ
う
だ
が
、
黙
示
の
同
意
あ
り
や
な
し
や
は
そ
の
国
に
お

け
る
政
策
や
制
度
運
用
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
稿
の
直
接
の
関
心

か
ら
外
れ
る
た
め
割
愛
す
る
。「
ま
た
、
待
機
列
の
長
さ
問
題
な
ど
に
つ
い

て
も
割
愛
す
る
。」

（
36
） 　Ayelet Schachar, C

itizenship for Sale? The O
xford H

andbook of 

C
itizenship, O

xford (2017), at 789.

（
37
） 　B

ridget A
nderson, U

S &
 TH

EM
? O

xford (2013).

（
38
） 　

だ
か
ら
こ
そ
、
非
正
規
滞
在
者
へ
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
は
、
反
対
論
者
か

ら
は
、
不
正
へ
の
報
酬
で
あ
り
、
不
公
平
と
批
判
さ
れ
る
。
な
お
、
貢
献

で
な
く
何
ら
か
の
価
値
の
創
出
に
よ
る
関
係
性
尊
重
の
要
請
と
解
し
た
場

合
に
は
、
財
産
権
を
め
ぐ
る
議
論
と
な
る
。

（
39
） 　N

ew
 Property

の
語
はC

harles A
. R

eich, The N
ew

 Property, Yale 

Law
 Journal Vo.73, N

o.5 (1964), at733-787
に
由
来
す
る
。

（
40
） 　A

yelet Schachar, E
arned C

itizenship: P
roperty Lessons for 

Im
m

igration Reform
, Yale Journal of Law

 &
 the H

um
anities, Vol.23 

(2011), at 114.

（
41
） 　Id. at 123.

（
42
） 　

そ
し
て
以
上
を
総
括
し
、jus soli

とjus sanguine

だ
け
で
な
い
、jus 

nexi

と
い
う
思
考
法
に
よ
っ
て
も
国
籍
を
付
与
す
る
こ
と
の
妥
当
性
を
説

い
た
。
な
お
以
上
か
ら
、
一
定
の
根
付
き
を
有
す
る
非
正
規
滞
在
者
に
市

民
化
の
機
会
を
与
え
る
べ
き
こ
と
、
ま
た
移
民
の
過
去
の
不
正
へ
の
償
い

と
し
て
贖
罪
税
（redem

ption dues

）
を
課
す
べ
き
こ
と
が
導
か
れ
る
。Id. 

at 110-158. 

な
お
財
産
権
と
市
民
権
の
機
能
上
の
近
似
性
に
注
目
し
て
ア
ナ

ロ
ジ
ー
を
試
み
る
彼
女
の
ス
タ
イ
ル
は
、A

yelet Schachar and R
an 

H
irshal, C

itizenship as Inherited Property, Political Theory Vol.35, 
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う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
福
祉
国
家
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

国
民
間
で
共
有
さ
れ
た
価
値
が
リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
大
量
流
入
に
よ
っ
て
損

な
わ
れ
る
場
合
を
不
正
利
用
（usurpation

）
の
事
例
に
含
め
る
が
、
正
義

構
想
の
主
張
が
公
共
的
理
性
に
基
づ
き
、
公
正
で
基
本
善
を
損
な
う
も
の

で
な
い
限
り
認
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
他
方
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
大
量
流
入
に

よ
る
激
変
や
他
国
に
よ
る
植
民
地
化
に
近
い
状
況
に
対
し
て
も
警
戒
を
向

け
る
。
だ
が
特
定
民
族
に
よ
る
ロ
ビ
イ
ン
グ
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

必
ず
し
も
数
の
多
寡
が
全
て
を
決
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク

な
ど
を
通
じ
た
政
策
提
案
や
集
団
の
凝
集
性
の
高
さ
、
居
住
地
域
な
ど
に

よ
っ
て
、
比
較
的
少
数
の
民
族
が
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
よ
り
も

自
身
の
政
治
的
選
好
を
当
該
地
域
に
お
け
る
政
治
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
。

他
国
の
政
治
的
決
定
か
ら
構
成
員
の
集
団
的
自
己
決
定
を
保
障
す
る
必
要

性
を
移
民
規
制
に
反
映
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
数
だ
け
で
な
く
質
に
つ
い

て
も
リ
ア
リ
ズ
ム
に
照
ら
し
て
真
剣
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
59
） 　

M
ichael B

lake, Im
m

igration, Jurisdiction, and E
xclusion, 

Philosophy &
 Public affairs 41, no. 2 (2013), at 103-130.

（
60
） 　

ス
テ
ィ
ル
ツ
が
依
拠
す
る
ケ
イ
ツ
と
ペ
ブ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、

M
ichael K

ates and R
yan Pevnick, Im

m
igration, Jurisdiction, and 

H
istory, Philosophy &

 Public affairs 42, no. 2 (2014), at 179-194

を
参

照
。

（
61
）　Supra note (44), at 198-199,

（
62
） 　

な
お
こ
れ
に
は
、「
市
民
の
連
帯
な
ど
が
リ
ベ
ラ
ル
な
社
会
に
必
要
な
ら

ば
」
と
い
う
留
保
が
付
さ
れ
る
。

（
63
） 　Supra note (44), at 198-202. 

な
お
無
害
移
民
の
許
容
義
務
を
措
定
す
る

ス
テ
ィ
ル
ツ
の
立
場
か
ら
は
、
移
民
の
受
け
入
れ
に
非
制
限
的
な
立
場
が

化
さ
れ
る
。

（
46
）　Supra note (44) at 34-36.

（
47
） 　Id. at 36-39. 

な
お
原
文
で
は
、
財
産
権
制
度
を
持
た
な
か
っ
た
先
住
民

の
ナ
バ
ホ
族
の
土
地
の
収
奪
の
不
正
を
「
占
有
権
」
か
ら
説
明
し
論
証
す

る
が
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

（
48
） 　Id. at 40-41. 
ラ
ズ
の
利
益
説
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
（
角
田

猛
之
訳
）「
権
利
の
性
質
に
つ
い
て
」、
同
（
桜
井
徹
訳
）「
法
的
権
利
」
同

著
（
福
田
三
徳
編
）『
権
威
と
し
て
の
法
』（
勁
草
書
房
、
１
９
９
４
年
）

を
参
照
し
た
。

（
49
）　Stilz, Id. at 41-47.

（
50
）　Id. at 47-49.

（
51
）　Id. at 50.

（
52
）　Id at 60.

（
53
）　Id. at 61-62.

（
54
）　Id. at 63.

（
55
）　Id. at 60.

（
56
）　Id. at 69.

（
57
）　Id. at 72.

（
58
） 　Id. at 189-193. 

集
団
の
自
己
決
定
お
よ
び
「
占
有
権
」
の
下
で
、ス
テ
ィ

ル
ツ
は
、
多
数
の
非
リ
ベ
ラ
ル
な
移
住
者
な
ど
に
よ
る
法
制
度
の
不
正
利

用
と
い
う
脅
威
が
あ
る
場
合
や
、
広
く
共
有
さ
れ
る
価
値
を
承
認
さ
れ
た

政
策
等
を
台
無
し
に
さ
れ
か
ね
な
い
場
合
、
ま
た
単
一
文
化
社
会
に
お
い

て
は
共
有
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
化
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、

移
民
の
制
限
を
認
め
る
。
し
か
し
ス
テ
ィ
ル
ツ
に
よ
る
制
限
が
正
当
化
さ

れ
る
自
由
は
、
あ
る
面
で
は
広
す
ぎ
て
、
ま
た
あ
る
面
で
は
狭
す
ぎ
る
よ
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だ
ろ
う
。Supra note (44), at 77.

（
66
） 　sovereign ow

nership conception. 

君
主
の
家
産
で
あ
る
国
家
に
誰
を
立

ち
入
ら
せ
、
誰
を
排
除
す
る
か
と
い
う
発
想
が
そ
の
典
型
。
ア
メ
リ
カ
の

ル
イ
ジ
ア
ナ
購
入
や
、
国
土
の
保
有possession

と
い
う
用
語
法
に
よ
り
、

こ
の
思
考
パ
タ
ー
ン
の
存
在
が
例
証
さ
れ
る
。

（
67
） 　responsibility conception of sovereignty. 

主
権
は
人
民
の
利
益
の
管
理

の
た
め
に
存
在
し
、
こ
れ
に
対
し
責
任
を
負
う
と
す
る
考
え
。
私
有
財
産

制
や
私
法
も
、
主
権
が
有
す
る
公
的
責
任
か
ら
産
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

sovereign

はpeople

の
利
益
の
管
理
人
で
あ
り
、private law

の
た
め
の

public responsibility

を
負
う
の
だ
と
い
う
考
え
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
68
） 　Jerem

y W
aldron, Exclusion: Property Analogies in the Im

m
igration 

D
ebate, Theoretical Inquiries L. Vol.18 (2017), at 469-489. 

ウ
ォ
ル
ド

ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
①
国
家
の
排
除
権
が
及
ぶ
の
は
他
国
に
対
し
て
で
あ
り

個
人
に
対
し
て
で
は
な
い
た
め
、
国
家
の
権
限
と
私
有
財
産
権
の
排
除
権

は
カ
テ
ゴ
リ
ー
錯
誤
（category m

istake

）
を
犯
し
て
お
り
、
ま
た
②
私
有

財
産
権
は
国
家
の
内
に
お
け
る
存
在
で
あ
っ
て
独
立
し
た
制
度
で
は
な
く
、

か
つ
国
家
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
所
有
権
と
の
ア
ナ

ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
主
権
の
退
去
強
制
権
を
語
る
こ
と
が
妥
当
で
な
い
と
す

る
（
な
お
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
財
産
権
に
関
す
る
態
度
の
基
礎
を
理
解
す
る

に
は
、Jerem

y W
aldron, T

H
E R

IG
H

T O
F P

R
IVATE P

R
O

PERTY, C
larendon 

(1988)

も
参
照
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
お
よ
び
法
制
史
に

お
け
る
外
国
人
の
土
地
所
有
権
制
限
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、A

llison 

B
row

nell Tirres, O
w

nership W
ithout C

itizenship: The C
reation of 

N
oncitizen Property Rights, 19 M

ich. J. R
ace &

 L. 1 (2013), at 1-52 

も

参
照
）。
こ
の
構
造
を
明
確
に
意
識
し
な
が
ら
な
お
、
国
家
の
退
去
強
制
権

原
則
と
な
る
。

（
64
） 　

こ
れ
ら
国
家
が
主
張
し
う
る
コ
ス
ト
を
ベ
ー
ス
と
す
る
一
応
の
理
由
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
広
狭
を
め
ぐ
っ
て
批
判
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
、
移
動
と
移
住
が
も
た
ら
す
利
益
が
多
様
な
こ

と
を
前
提
と
す
る
。
そ
の
た
め
、「
国
家
間
の
移
動
の
自
由
全
て
が
等
し
く

価
値
あ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
」
と
い
う
主
張
を
退
け
る
。
権
利
の
形
態

や
射
程
は
、
そ
の
基
底
の
根
拠
と
な
る
利
益
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
各
移

民
が
主
張
す
る
移
住
の
自
由
に
よ
る
利
益
が
、
自
律
と
も
っ
と
も
な
関
係

を
有
す
る
か
、
ま
た
そ
の
自
由
が
重
要
な
も
の
か
を
み
る
べ
き
な
の
だ
と

い
う
の
が
彼
女
の
主
張
で
あ
る
。
移
住
の
理
由
と
し
て
例
え
ば
、
快
適
な

気
候
を
求
め
る
場
合
や
、
す
で
に
真
っ
当
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
者
が
よ

り
高
額
な
給
料
を
求
め
る
場
合
、
国
内
で
十
分
な
教
育
機
会
や
信
教
の
環

境
を
確
保
さ
れ
た
者
が
よ
り
良
い
環
境
を
求
め
て
移
住
す
る
な
ど
の
場
合

に
は
、
移
住
す
る
こ
と
に
つ
い
て
差
し
迫
っ
た
（urgent

）
利
益
を
欠
く
と

さ
れ
る
。
他
方
で
、品
位
あ
る
真
っ
当
な
教
育
機
会
や
給
料
を
求
め
る
場
合
、

家
族
と
の
再
結
合
を
求
め
る
場
合
に
は
、
先
述
の
理
由
よ
り
も
重
み
が
与

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
以
上
の
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
ス
タ
ン
ス

は
、「
全
て
の
価
値
あ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
が
社
会
に
存
在
し
な
い
こ
と
が
必
然

的
に
不
正
と
な
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
可
能
性
の
不
存
在
よ
り
も
す
で

に
行
っ
た
選
択
に
対
す
る
侵
害
の
方
が
有
害
で
あ
る
」
と
い
う
彼
女
の
認

識
に
依
拠
す
る
。

（
65
） 　

な
お
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
記
述
ぶ
り
か
ら
す
れ
ば
、
非
正
規
滞
在
者
の
２
世

ら
（
当
該
地
域
に
お
い
て
生
の
計
画
を
構
想
す
る
、
不
正
な
入
植
者
た
ち

の
間
に
生
ま
れ
た
新
参
者
）
は
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
責
任

が
な
く
、
正
統
な
「
占
有
権
」
を
取
得
す
る
と
説
明
さ
れ
る
公
算
が
高
い



27 － 在留特別許可の講学上の基礎に関する１つの考え方（浦川）

格
の
平
等
性
か
ら
万
人
の
共
同
体
に
対
す
る
責
務
、
財
産
権
（
特
に
土
地
）

所
有
者
へ
の
規
律
を
導
き
、
現
代
の
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
財
産
権
に
内

在
す
る
道
徳
的
責
任
を
社
会
的
責
任
（social-obligation

）
と
し
て
、
法
と

経
済
学
か
ら
財
産
権
行
使
に
対
す
る
制
約
を
論
じ
る
よ
り
も
、
重
く
展
開

し
よ
う
と
試
み
る
。

（
71
） 　

子
ど
も
な
ど
非
難
可
能
性
が
な
い
者
は
、
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
非
難
の
要

素
が
除
外
さ
れ
る
。
ま
た
人
格
の
同
一
性
が
薄
れ
る
こ
と
で
責
任
が
減
少

す
る
と
言
い
う
る
の
な
ら
、
非
難
の
程
度
も
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
減
少

す
る
。
こ
の
と
き
時
間
は
、
積
極
要
素
と
し
て
も
、
ま
た
消
極
要
素
を
縮

小
さ
せ
る
要
素
と
し
て
も
二
重
に
機
能
す
る
。
ま
た
、
当
初
は
消
極
要
素

の
重
み
が
強
い
も
の
の
、
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
理
由
同
士
の
衝
突
と
葛

藤
が
深
刻
化
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
時
間
経
過
に
よ
っ
て
後
発
的
理
由
の

重
み
が
優
越
す
る
よ
う
に
な
る
と
整
理
で
き
る
。

（
72
） 　M

artha M
inow

, W
H

AT S
H

O
U

LD L
A

W
 F

O
R

G
IV

E? N
orton (2019), at 

146.

（
73
） 　

な
お
非
正
規
滞
在
者
間
で
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
平
等
適
用
に
つ
い
て
は

ま
た
別
の
議
論
と
す
る
。

限
の
制
約
を
財
産
権
と
の
類
比
に
よ
っ
て
論
じ
る
研
究
も
存
在
す
る
。
カ

ト
リ
ー
ナ
に
よ
る
同
研
究
に
お
い
て
は
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
増
大
す
る

移
民
に
対
す
る
国
家
の
退
去
強
制
権
の
制
約
を
論
じ
る
。
曰
く
、
国
家
は

規
制
権
限
、
暴
力
の
独
占
と
い
う
点
か
ら
土
地
の
保
有
者
の
上
位
に
あ
り

異
な
る
が
、
国
家
の
退
去
強
制
権
も
私
有
地
の
排
除
権
も
、
土
地
へ
の
個

人
の
ア
ク
セ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
限
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
権
限
の

正
当
化
根
拠
が
自
己
実
現
（self-actualization as a person

）・（
集
団
的
な
）

自
己
決
定
（self-determ

ination

）
と
い
う
点
や
、
共
有
地
の
悲
劇
回
避
な

ど
の
点
で
共
通
し
、「
ラ
フ
に
言
え
ば
」
近
似
す
る
と
述
べ
る
。See, 

K
atrina M

iriam
 W

ym
an, Lim

iting the N
ational Right to Exclude, 

U
niversity of M

iam
i Law

 R
eview

 Vol.72 (2018), at 425-475.

（
69
） 　

法
哲
学
上
の
議
論
と
し
て
は
森
村
進
『
財
産
権
の
理
論
』
前
掲
注
（
43
）

が
詳
し
い
。
ま
た
財
産
権
の
自
然
権
的
性
格
へ
の
懐
疑
だ
け
で
な
く
、
本

稿
で
扱
っ
た
価
値
多
元
論
に
関
す
る
憲
法
上
の
議
論
を
扱
う
研
究
と
し
て

長
谷
部
恭
男
『
比
較
不
能
な
価
値
の
迷
路
（
増
補
新
装
版
）』（
東
京
大
学

出
版
会
、
２
０
１
８
年
）
も
参
照
。

（
70
） 　

ス
テ
ィ
ル
ツ
関
連
の
議
論
の
検
討
は
、
さ
ら
に
、
財
産
権
理
論
か
ら
分

離
さ
せ
て
考
察
し
て
も
成
立
す
る
か
を
、
別
途
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
ま
た
シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
議
論
に
関
し
て
は
、「
誰
が
誰
に
対
す
る
い

か
な
る
財
関
係
を
ど
う
い
う
理
由
で
取
得
す
る
の
か
」
も
、
よ
り
詳
細
に

考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
検
討
の
示
唆
に
富
む
先
行
研

究
と
し
て
、
高
橋
一
行
『
所
有
論
』（
御
茶
の
水
書
房
、
２
０
１
０
年
）
も

参
照
。
ま
た
こ
の
論
点
に
付
随
し
てG

regory S. A
lexander, The Social-

O
bligation N

orm
 in Am

erican Property Law
, C

ornel L. R
. Vol. 94 

(2009), at 745

は
、
セ
ン
や
ヌ
ス
バ
ウ
ム
の
潜
在
能
力
ア
プ
ロ
ー
チ
と
人


